


人事行政の運営状況

市の人事行政の運営状況をお知らせします
市の適正な人事運営を確保するため、市職員の任免や給与、勤務条件などの状況をお知らせします。
今後とも市民の皆さんの目線で感じ、考え、積極的に情報公開や情報提供を進めることで、理解と信頼が
得られるよう市政運営を進めていきます。
●人事行政の運営状況のくわしい内容は、市ホームページでご覧いただくことができます。

総務課　 44・0201　FAX 44・5252
1. 職員数・給与などの状況

一般事務職員の級別職員数 平成23年4月1日現在

区分 標準的な職務内容 職員数（人）構成比（％）

１級 一般職員 11 3.1 

２級 一般職員 43 12.3 

３級 主査、主任、一般職員 111 31.7 

４級 係長（同等所長など） 74 21.1 

５級 課長補佐（同等所長など） 54 15.4 

６級 課　長 42 12.0 

７級 部　長 15 4.3 

計 350 100.0 
※志摩市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職を示
　しています。

部門別職員数 各年4月1日現在

部門 区分
職員数 対前年

増減数平成22年 平成23年

一般行政部門

議　会 6 6 0

総　務 141 135 △6

税　務 28 28 0

農林水産 15 19 4

商　工 19 17 △2

土　木 43 44 1

民　生 165 164 △1

衛　生 83 80 △3

小　計 500 493 △7

教育部門 146 143 △3

公営企業等

病　院 91 92 1

水　道 21 21 0

下水道 5 5 0

その他 32 32 0

小　計 149 150 1

合　計
795 786 △9

［932］ ［801］ △131
◆主な増減理由は業務の見直し・効率化、退職職員の不補充などに
　よる減です。
※職員数は一般職に属する職員数です。
※教育部門の人数には、教育長を含みます。
※［　］内は、条例定数の合計です。

平均給料月額、平均給与月額、平均年齢 平成23年4月1日現在

区分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

志摩市 318,400円 368,560円 41.8歳 271,887円 297,748円 46.1歳

三重県 350,928円 452,590円 43.1歳 339,436円 393,105円 47.6歳

※給与とは、基本給である給料に諸手当を加えたものです。

一般行政職の経験年数別平均給料月額 平成23年4月1日現在

区分
経験年数

10年 15年 20年

志摩市
大学卒 252,763円 307,700円 359,100円

高校卒 216,350円 ― 305,675円

三重県
大学卒 269,592円 322,780円 368,975円

高校卒 222,364円 270,265円 310,045円
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人件費 内職員給 歳出総額に占める職員給の割合
18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

一般行政職の初任給 平成23年4月1日現在

区分 大学卒 高校卒

志摩市 172,200円 144,500円

三重県 178,800円 144,500円

国 Ⅱ種172,200円 140,100円

特別職の給与・報酬など 平成23年4月1日現在

役　職 給料月額等 期末手当支給割合

市　長 900,000円
（720,000円） 6月期 1.90月分

副市長 700,000円
（665,000円） 12月期 2.05月分

教育長 600,000円
（570,000円） 計 3.95月分

議　長 495,000円 6月期 1.40月分

副議長 420,000円 12月期 1.55月分

議　員 390,000円 計 2.95月分
※市長については平成 20 年 10 月 31 日から平成 24
　年 10 月 30 日までの間 20％、副市長については平
　成 20 年 11 月 7 日から平成 24 年 10 月 30 日まで
　の間 5％、教育長については平成 17 年 4 月 1 日か
　ら平成 24 年 10 月 30 日までの間 5％をそれぞれ減
　額しており、（　）内は減額後の額です。
※期末手当支給時に加算措置があります。
※教育長の期末手当支給割合には、勤勉手当分を含み
　ます。

職員手当 平成23年4月1日現在

区　分 内　容

扶養手当

配偶者 月額 13,000円

配偶者以外の扶養親族 月額 6,500円

配偶者のない場合の扶養親族１人目 月額 11,000円

特定期間（★）の子　加算額 月額 5,000円
★…満 15 歳に達する日後の最初の 4 月 1 日から満 22 歳に達する
　　日以後の最初の 3 月 31 日までの間。

住居手当 借家居住者
月額の家賃が12,000円を超えるとき

最高支給限度額

月額 27,000円

通勤手当

交通機関（電車・バスなど）利用者
最高支給限度額

月額 55,000円

交通用具（自動車・バイクなど）使用者
距離区分に応じて

月額 2,000～
24,500円

期末・勤勉
手当

期末 勤勉 計

6月期 1.225月分 0.675月分 1.900月分

12月期 1.375月分 0.675月分 2.050月分

計 2.600月分 1.350月分 3.950月分

※職制上の段階、職務の級などによる加算措置があります。

退職手当

自己都合 勧奨・定年

勤続20年 23.50月分 30.55月分

勤続25年 33.50月分 41.34月分

勤続35年 47.50月分 59.28月分

最高限度額 59.28月分 59.28月分
※定年前早期退職の場合、特例措置（2 ～ 20％加算）があります。
※本市では、三重県市町村職員退職手当組合に加入しており、支
　給率は同組合の支給条例に基づくものです。

前年度退職者
１人当たりの
平均支給額

自己都合 勧奨・定年

17.317千円 24.899千円

※上記のほかに、時間外勤務手当、特殊勤務手当、管理職手当などがあります。

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100 と
　した場合の地方公務員の給与水準を示す指数をいいます。
　類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している
　団体のラスパイレス指数を平均したものです。

ラスパイレス指数の状況

※人件費には、市長、議員などに支給される給料、報酬などや共済組合などへの
　負担金が含まれます。

人件費の状況（各年度普通会計決算統計より）
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2. 職員の採用状況

職員の採用状況 平成23年4月1日採用

職　種
採用人数

受験者数
男 女 計

事務職員 5 4 9 164

土木技術職員 1 0 1 7

文化財専門員 1 0 1 11

保　育　士 0 4 4 25

教　　　 諭 0 1 1 選考により

看　護　師 0 3 3 5

理学療法士 1 0 1 2

臨床工学技士 0 1 1 1

医師 0 1 1 選考により

計 8 14 22
※職員の採用は、原則として競争試験によるものとされていますが、
　特殊な技術などを有する職の場合には、選考による採用を行うこ
　とができることとされています。

3. 職員の勤務時間、
　および休暇に関する勤務条件の状況

一般職の標準的な勤務時間 平成23年4月1日現在

1週間の勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間

38時間45分 8時30分 17時15分 12時～13時
※所属部署によっては、上記以外の勤務形態をとっていますが、1
　週間の勤務時間は 38 時間 45 分です。なお、市民課では毎週月曜
　日のみ 19 時まで窓口を延長し、住民票や税務証明書の一部など、
　各種証明書の発行業務を行っています。

年次有給休暇の取得状況 平成22年1月1日～平成22年12月31日

対象職員 一人当たり使用日数

794人 8.9日
※職員の有給休暇は、1 年で 20 日与えられ、前年の休暇の残日数
　を最高 20 日繰り越して与えられるため、最高 40 日となります。

4. 職員の分限処分および懲戒処分の状況

分限処分者数

区　分 分限の理由 免職 降任 休職 降給 計

平成
22年度

勤務成績が良く
ない 0 0 0 0 0

心身の故障 0 0 9 0 9

職に必要な適格
性を欠く 0 0 0 0 0

刑事事件に関し
起訴された 0 0 0 0 0

計 0 0 9 0 9
※分限処分とは、公務能率の維持向上を目的に、職員がその職責を
　十分に果たすことができないなどの一定の事由がある場合に行う
　処分です。

懲戒処分者数

区　分 懲戒の理由 免職 停職 減給 戒告 計

平成
22年度

法令に違反した
（交通事故等含む） 0 0 1 0 1

職務上の義務違反
又は職務を怠った 0 0 2 0 2

全体の奉仕者に
ふさわしくない非行 0 0 0 0 0

計 0 0 3 0 3
※懲戒処分とは、規律と公務遂行の秩序を維持することを目的に、
　職員が法令違反などの一定の義務違反に対し、道義的責任を問う
　処分です。

5.職員の研修および勤務成績の状況（平成22年度）

研修の状況

市役所における自庁研修

メンタルヘルス研修、
人権研修、食品衛生研修、

交通安全研修、
犯罪被害者支援地区研修、
男女共同参画推進研修　他

その他研修機関による研修 階層別研修、法制執務研修、
政策法務研修　他

今後も職員の能力向上のため、研修に関する基本方針を
策定し、計画的に職員研修を行っていきます。

勤務成績の評定の概要
　任命権者は、公務能率を増進させることを目的に、職員
の執務について定期的に勤務成績の評定を行い、その評定
の結果に応じた措置を講ずることとされています。
　職員の能力や経歴、勤務実績などを総合的に評定するこ
とを通じて転任や昇任などを行い、適材適所の徹底を図っ
ています。
　平成 22 年度は事務職員・保育士・幼稚園教諭を対象に
11 月 1 日を基準日として勤務評定を行いました。

6. 職員の健康管理などの状況

　労働安全衛生法に基づき、事業者責任として職員の健康
管理状況を把握し、健康障害や疾病の早期発見を行うため、
全職員を対象に健康診断を実施しています。

7. 公平委員会の業務の状況

勤務条件に関する措置の要求の状況（平成 22年度）
　勤務条件に関する措置要求制度は、職員から勤務条件に
関し、適当な行政上の措置を求める要求があった場合に、
公平委員会が必要な審査をしたうえで判定を行い、事案の
解決に当たるものです。
措置要求件数：0　　処理件数：0

不利益処分に関する不服申立ての状況（平成 22年度）
　不利益処分についての審査制度は、職員から懲戒その他
職員の意に反する不利益な処分を受けたとして審査請求が
あった場合、公平委員会が審査し、その結果に基づいてそ
の処分を承認し、または取り消す判定を行うものです。
審査請求件数：0　　処理件数：0
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財政状況

平成23年度上半期

　市の財政状況を市民の皆さんにご理解いただくため、「志摩市財政状況公表条例」に基づき平成 23 年 9 月
30 日現在の予算執行状況、平成 22 年度の決算状況などをお知らせします。

財政課　 ４４・０２０４　FAX４４・５２５２

市の財政状況をお知らせします

◆一般会計の予算執行状況
〈歳入〉	 （単位：千円）

区　　　分 予算額 収入済額 （収入率）
市 税 5,585,552 3,274,667 (58.6%)
地 方 譲 与 税 174,700 51,421 (29.4%)
利 子 割 交 付 金 19,200 5,964 (31.1%)
配 当 割 交 付 金 6,000 3,891 (64.9%)
株式等譲渡所得割交付金 3,300 0 (0.0%)
地 方 消 費 税 交 付 金 516,600 278,108 (53.8%)
ゴルフ場利用税交付金 74,900 25,969 (34.7%)
自動車取得税交付金 57,600 15,217 (26.4%)
地 方 特 例 交 付 金 69,316 69,316 (100.0%)
地 方 交 付 税 8,936,467 6,250,769 (69.9%)
交通安全対策特別交付金 4,000 2,154 (53.9%)
分 担 金 及 び 負 担 金 211,041 100,978 (47.8%)
使 用 料 及 び 手 数 料 388,422 191,604 (49.3%)
国 庫 支 出 金 2,740,166 1,119,013 (40.8%)
県 支 出 金 1,526,427 140,932 (9.2%)
財 産 収 入 44,529 32,766 (73.6%)
寄 附 金 2,242 2,227 (99.3%)
繰 入 金 298,380 7,740 (2.6%)
繰 越 金 714,724 714,724 (100.0%)
諸 収 入 658,956 259,331 (39.4%)
市 債 3,952,000 0 (0.0%)

合　　　計 25,984,522 12,546,791 (48.3%)

◆特別会計の予算執行状況	 （単位：千円）
会　計　別 予算額 収入済額 （収入率） 支出済額 （執行率）

国民健康保険特別会計 7,765,531 3,337,960 (43.0%) 3,043,198 (39.2%)
後期高齢者医療特別会計 1,087,033 470,392 (43.3%) 493,340 (45.4%)
介 護 保 険 特 別 会 計 5,141,960 2,296,028 (44.7%) 2,139,631 (41.6%)
下 水 道 事 業 特 別 会 計 484,825 295,679 (61.0%) 200,964 (41.5%)
公共駐車場整備特別会計 21,708 1,525 (7.0%) 2,229 (10.3%)
住宅新築資金等貸付事業特別会計 14,514 7,947 (54.8%) 7,292 (50.2%)

◆市税の状況	 （単位：千円）
科　　　目 予算額 調定額 収入済額 （対予算）（対調定）

市 民 税 1,941,569 2,173,837 1,519,897 (78.3%) (69.9%)
固 定 資 産 税 3,055,228 4,271,360 1,901,518 (62.2%) (44.5%)
軽 自 動 車 税 138,751 174,245 134,719 (97.1%) (77.3%)
市 た ば こ 税 328,228 201,287 201,282 (61.3%) (100.0%)
特 別 土 地 保 有 税 1 23,314 0 (0.0%) (0.0%)
入 湯 税 121,775 65,066 63,611 (52.2%) (97.8%)

合　　　計 5,585,552 6,909,109 3,821,027 (68.4%) (55.3%)

◆企業会計の予算執行状況	 （単位：千円）
会計別 予算の種類 収入予算額 収入済額 （収入率） 支出予算額 支出済額 （執行率）

水 道 事 業 収益的収支 1,788,363 837,351 （46.8%） 1,517,297 326,827 （21.5%）
資本的収支 1,744,019 1,527,193 （87.6%） 2,311,378 1,812,176 （78.4%）

病 院 事 業 収益的収支 1,333,787 768,825 （57.6%） 1,680,957 710,602 （42.3%）
資本的収支 368,335 64,015 （17.4%） 368,335 142,240 （38.6%）

※収入・支出予算額には、平成 22年度からの繰越額を含みます。
「企業会計」…会社などのように独立採算を基本として経営を行っている地方公営企業の会計です。志摩市では水道事業、病院事業がこ

れに当たります。
「収益的収支」…経営活動全般に関する収支をいいます。
「資本的収支」…施設の建設などに関する収支をいいます。

〈歳出〉	 （単位：千円）
区　　　分 予算額 支出済額 （執行率）

議 会 費 289,233 160,600 (55.5%)
総 務 費 3,736,449 1,527,727 (40.9%)
民 生 費 7,814,569 3,100,321 (39.7%)
衛 生 費 3,299,970 1,523,410 (46.2%)
農 林 水 産 業 費 562,454 152,111 (27.0%)
商 工 費 533,567 205,942 (38.6%)
土 木 費 1,760,493 521,310 (29.6%)
消 防 費 1,398,183 840,495 (60.1%)
教 育 費 3,196,481 1,321,374 (41.3%)
災 害 復 旧 費 1,062 0 (0.0%)
公 債 費 3,363,311 1,641,495 (48.8%)
予 備 費 28,750 0 (0.0%)

合　　　計 25,984,522 10,994,785 (42.3%)
※歳入・歳出予算額には、平成 22年度からの繰越額を含みます。

「特別会計」…特定の目的
のために設けられた別会計
で、特定の財源で事業を行
います。市町村の実情に合
わせて独自に持つことがで
きます。志摩市は６つの特
別会計を持っています。

※税などを市の収入にしようと
する場合において、その内容を
調査して収入金額を決定する行
為を調定といい、その決定した
額が調定額です。この調定に基
づき、納入義務者に対し納入通
知書が発送されます。
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財政状況

◆一般会計の決算状況（平成22年度）
〈歳入〉	 （単位：千円）

区　　　分 予算額 収入済額 （収入率）
市 税 5,600,654 5,767,194 (103.0%)
地 方 譲 与 税 186,131 186,131 (100.0%)
利 子 割 交 付 金 19,845 19,845 (100.0%)
配 当 割 交 付 金 9,603 9,603 (100.0%)
株式等譲渡所得割交付金 3,090 3,090 (100.0%)
地 方 消 費 税 交 付 金 511,526 511,526 (100.0%)
ゴルフ場利用税交付金 73,841 73,841 (100.0%)
自動車取得税交付金 60,519 60,519 (100.0%)
地 方 特 例 交 付 金 94,871 94,871 (100.0%)
地 方 交 付 税 8,654,619 8,654,619 (100.0%)
交通安全対策特別交付金 4,506 4,506 (100.0%)
分 担 金 及 び 負 担 金 221,438 211,902 (100.2%)
使 用 料 及 び 手 数 料 375,069 394,782 (105.3%)
国 庫 支 出 金 3,575,977 3,168,059 (88.6%)
県 支 出 金 1,551,632 1,504,831 (97.0%)
財 産 収 入 69,517 69,719 (100.3%)
寄 附 金 7,618 7,941 (104.2%)
繰 入 金 343,170 319,068 (93.0%)
繰 越 金 648,865 648,865 (100.0%)
諸 収 入 601,772 628,233 (104.4%)
市 債 4,543,800 4,178,000 (91.9%)

合　　　計 27,148,063 26,517,145 (97.7%)

◆特別会計の決算状況（平成22年度）	 （単位：千円）

会　計　別 歳入決算額 歳出決算額
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 7,919,540 7,318,583
老 人 保 健 特 別 会 計 7,120 5,489
後期高齢者医療特別会計 1,030,663 1,022,285
介 護 保 険 特 別 会 計 5,021,318 4,936,983
下 水 道 事 業 特 別 会 計 522,363 499,178
公共駐車場整備特別会計 2,481 1,091
住宅新築資金等貸付事業特別会計 20,166 18,186
公共用地取得整備特別会計 11,151 11,151

◆企業会計の決算状況（平成22年度）	 （単位：千円）

会計別 項　　　　　目 決算額

水 道 事 業
予算の種類

収益的収入 1,795,676
収益的支出 1,681,285
資本的収入 250,565
資本的支出 631,841

財務状況
当年度純利益 98,321
固定資産現在高 11,395,493

病 院 事 業
予算の種類

収益的収入 1,632,437
収益的支出 1,652,091
資本的収入 114,866
資本的支出 114,864

財務状況
当年度純利益 △ 22,062
固定資産現在高 1,908,315

◆地方債現在高

区　　　分 現在高（千円） １人当り負担額
（円）

１世帯当り負担額
（円）

一 般 会 計
（うち、合併特例債）

29,525,474 
(10,484,913)

520,796
(184,942)

1,296,569
(460,430)

特 別 会 計 3,938,741 69,475 172,964 
企 業 会 計 5,587,635 98,560 245,373 

合　　　計 39,051,850 688,830 1,714,906 
※人口：5６, ６９３人、世帯数：22, ７７２世帯　（平成 2３年 9月 30日現在）

◆一時借入金残高	 （単位：千円）

区　　分 借入残高
一 般 会 計 0 
特 別 会 計 0 
企 業 会 計 200,000 
合　　計 200,000 

「一時借入金」…支払いなど一時的に資金不足に
なったときに金融機関などから借り入れるお金
で、短期間で返済されます。

〈歳出〉	 （単位：千円）

区　　　分 予算額 支出済額 （執行率）
議 会 費 209,792 207,456 (98.9%)
総 務 費 4,574,829 4,448,471 (97.2%)
民 生 費 7,253,423 7,134,315 (98.4%)
衛 生 費 2,916,531 2,719,609 (93.2%)
農 林 水 産 業 費 469,303 419,681 (89.4%)
商 工 費 577,759 515,719 (89.3%)
土 木 費 1,796,418 1,570,354 (87.4%)
消 防 費 2,706,602 2,450,067 (90.5%)
教 育 費 3,399,813 3,117,380 (91.7%)
災 害 復 旧 費 8,172 6,098 (74.6%)
公 債 費 3,209,968 3,208,628 (100.0%)
予 備 費 25,453 0 (0.0%)

合　　　計 27,148,063 25,797,778 (95.0%)

平成22年度の主要事業は次のとおりです。
◦防災行政無線（同報系）設備整備事業
◦民間保育所整備事業
◦コンビニ収納システム導入事業
◦景観計画等策定事業

◦阿児文化公園整備事業
・小学校屋内運動場耐震化事業（片田小学校、国府小学校）
・波切小学校校舎改築事業
・学校校務情報化推進事業
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里
さ と う み

海

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
志
摩
市
の
産
業
は

豊
か
な
自
然
の
恵
み
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、自
然
環
境
を
し
っ
か
り
と
保
全
し
、

持
続
的
か
つ
効
率
的
に
利
用
し
て
行
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
説
明
し
て
き

ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
考
え
方
を
、
大
人
だ
け
で
な
く

志
摩
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
も
、

し
っ
か
り
と
伝
え
て
行
こ
う
と
い
う
、「
学

べ
る
里
海
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

志
摩
市
で
は
、
水
産
業
や
観
光
業
な
ど
、

豊
か
な
自
然
環
境
を
生
か
し
た
産
業
が
盛
ん

で
す
。

　

し
か
し
、
小
さ
な
魚
を
獲
ら
な
い
と
か
、

大
規
模
な
土
地
の
開
発
を
抑
制
す
る
と
い
っ

た
自
然
を
利
用
す
る
上
で
の
規
制
を
行
う
だ

け
で
は
、
豊
か
な
自
然
の
恵
み
を
保
全
す
る

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
こ
の
地
域

で
生
活
す
る
中
で
、
自
然
環
境
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
そ
の

影
響
を
少
な
く
す
る
た
め
に
は
、
何
を
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

が
と
て
も
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
英
虞
湾
や
的
矢
湾
と
い
っ
た
海

域
ご
と
に
環
境
を
保
全
す
る
取
り
組
み
の
方

向
性
を
明
確
に
し
、
進
め
て
行
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
方
向
性
を
学
校
教
育
や

生
涯
学
習
の
場
を
通
じ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
共
有
し
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組

み
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

広
報
し
ま
6
月
号
で
紹
介
し
た
、
県
水
産

研
究
所
が
英
虞
湾
で
取
り
組
ん
で
い
る
干
潟

再
生
の
研
究
で
は
、
干
潟
の
環
境
が
変
わ
っ

て
い
く
過
程
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
実
感
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
定
期
的
に
観
察

会
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
9
月
号
で
は
、
的
矢
中
学
校
の
生

徒
が
、
漁
業
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
藻
場
の

再
生
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
ご
紹

介
し
ま
し
た
。

　

立
神
小
学
校
で
は
、
地
域
の
産
業
と
海
の

環
境
を
テ
ー
マ
と
し
た
授
業
を
地
域
の
人
々

と
協
力
し
て
継
続
し
て
お
り
、
平
成
18
年
に

は
環
境
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
市
内
の
学
校
だ
け
で
な
く
、

横
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
や
志
摩
自
然
学
校

な
ど
に
お
い
て
、
地
域
の
自
然
環
境
に
つ
い

て
学
ぶ
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
参
加
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

市
の
進
め
る
「
新
し
い
里
海
創
生
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
」
は
、
地
域
の
自
然
環
境
を
保

全
し
な
が
ら
、
持
続
的
・
効
率
的
な
利
用
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
が
、
同
時

に
、
現
在
世
界
的
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

て
い
る
「
地
球
温
暖
化
に
よ
る
急
激
な
気
候

変
動
」
や
「
生
物
多
様
性
の
急
速
な
喪
失
」

と
い
っ
た
問
題
の
解
決
に
も
貢
献
で
き
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。
志
摩
市
で
行
わ
れ
て

い
る
取
り
組
み
は
、
こ
れ
か
ら
世
界
各
国
の

自
治
体
が
共
通
に
抱
え
て
い
る
環
境
や
経
済

の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
先
進
事
例
と
し

て
、
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

世
界
中
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
真
珠

養
殖
が
志
摩
市
か
ら
始
ま
っ
た
よ
う
に
、
再

び
志
摩
市
か
ら
世
界
の
環
境
問
題
を
解
決
で

き
る
よ
う
な
人
材
を
育
て
る
こ
と
も
「
学
べ

る
里
海
」
の
役
割
で
す
。

「
自
然
の
恵
み
の

大
切
さ
を
知
る
こ
と
」

シリーズ

稼
げ
る
！ 

学
べ
る
！ 

遊
べ
る
！

新
し
い
里
海
の
創
生
を
め
ざ
し
て
No.9

　

環
境
学
習
の
推
進
に
関
す
る
取
り
組
み

（
学
べ
る
里
海
）　

「
市
内
で
行
わ
れ
て
い
る取り

組
み
」
「
世
界
的
な
環
境
問
題

解
決
へ
の
貢
献
」

問
い
合
わ
せ里

海
推
進
室　

44
・
０
２
０
６

FAX

44
・
５
２
６
２

E-mail

satoum
i@

city.shim
a.lg.jp

英虞湾の干潟再生に
関する発表

（県水産研究所）

干潟のいきもの調査
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防災シリーズ「とある家庭の防災講座」

防
災
シ
リ
ー
ズ 

そ
の
⑧
問
い
合
わ
せ　

44
・
０
２
０
３　

FAX

44
・
５
２
５
２　

地
域
防
災
室　
E-mail

chiikibosaishitsu@
city.shim

a.lg.jp

新
し
い
津
波
浸
水
予
測（
速
報
版
）に
つ
い
て

　

10
月
３
日
に
県
か
ら
、
東
北
地
方
太
平
洋

沖
地
震
（
東
日
本
大
震
災
を
引
き
起
こ
し
た

地
震
）
と
同
等
規
模
の
地
震
を
想
定
し
た
場

合
の
津
波
浸
水
予
測
図
の
速
報
版
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
こ
の
浸
水
予
測
図
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
に
あ
っ
た
質
問
な
ど
も
踏
ま
え
て

お
話
し
ま
す
。

　

浸
水
予
測
図
に
は
「
防
潮
堤
な
ど
の
施
設

が
な
い
と
し
た
場
合
」
と
「
防
潮
堤
な
ど
の

施
設
を
考
慮
し
た
場
合
」
の
２
図
が
あ
り
ま

す
。防
潮
堤
は
、わ
れ
わ
れ
を
災
害
か
ら
守
っ

て
く
れ
る
大
事
な
施
設
で
す
が
、
万
能
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

東
日
本
大
震
災
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う

に
、
堤
防
が
完
璧
に
機
能
す
る
と
は
断
言
で

　

第
１
回
で
は
志
摩
町
越
賀
大だ

い
ぞ
う
じ

蔵
寺
に
あ
る

「
津つ

な
み
る
と
う
き
ひ

波
流
倒
記
碑
」
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、

今
回
は
、
阿
児
町
甲
賀
妙み

ょ
う
お
ん
じ

音
寺
に
あ
る
も
う

一
つ
の
石
碑
「
地じ

し
ん
つ
な
み
い
か
い

震
津
浪
遺
戒
」
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　
「
津
波
流
倒
記
碑
」
と
同
じ
よ
う
に
安
政

の
東
海
地
震
の
惨
状
と
遺
戒
を
伝
え
て
い
ま

す
が
、
こ
の
石
碑
に
は
、
明
応
、
宝
永
、
享

保
、
安
永
な
ど
の
大
地
震
の
言
い
伝
え
が

あ
っ
た
が
、「
其
は
た
だ
に
昔
話
視
せ
し

が
・
・
・
」
と
、
過
去
の
地
震
を
昔
の
話
だ

と
思
っ
て
重
要
視
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
の

反
省
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
で
こ
そ
東
日
本
大
震
災
が
起
き
、
大
津

波
が
あ
っ
た
こ
と
を
た
だ
の
昔
話
だ
と
思
う

人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
が
、
こ
の
先
何
十
年

か
大
災
害
が
起
き
な
け
れ
ば
「
昔
話
視
せ
し

が
」の
繰
り
返
し
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

発
表
さ
れ
た
浸
水
予
測
図
は
、
速
報
版
で

す
。

　

ま
だ
ま
だ
検
証
す
る
要
素
が
あ
る
中
で
速

報
版
と
し
て
発
表
さ
れ
た
の
は
、
す
べ
て
終

わ
る
の
を
待
っ
て
い
た
ら
相
当
な
時
間
が
か

か
る
こ
と
か
ら
、
県
独
自
で
津
波
浸
水
予
測

調
査
を
行
っ
た
か
ら
で
す
。

　

今
後
、
河
川
の
遡
上
な
ど
の
検
証
も
行
う

た
め
、
浸
水
範
囲
や
深
さ
が
変
更
す
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
予
測
図
に
塗
ら
れ
て
い
る
色
の
１

ブ
ロ
ッ
ク
は
50
ｍ
で
す
。
こ
れ
は
速
報
版
と

い
う
こ
と
で
詳
細
な
地
形
ま
で
反
映
し
て
い

な
い
か
ら
で
す
。

　

確
定
版
は
、
今
後
、
詳
細
な
検
証
を
行
い
、

策
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。

速
報
版
？

　

東
日
本
大
震
災
は
よ
く
、「
想
定
外
」
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、今
回
の
予
測
図
で
も
、

予
測
を
す
る
以
上
、必
ず
想
定
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
も
、
想
定
さ
れ
る
一
つ
の
地
震
・
津

波
モ
デ
ル
に
よ
る
予
測
結
果
で
あ
り
、
こ
れ

を
超
え
る
地
震
や
津
波
が
来
る
可
能
性
も
十

分
に
あ
る
の
で
こ
の
図
を
絶
対
的
な
安
心
材

料
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ど
こ
が
絶
対
安

全
か
は
、誰
に
も
断
言
で
き
な
い
か
ら
で
す
。

　

こ
の
予
測
図
は
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
と
同
じ
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
の
地

震
が
こ
の
地
方
で
起
き
た
場
合
の
速
報
版
の

浸
水
予
測
図
で
す
。

き
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
堤
防
の
な
い
自

然
海
岸
と
し
た
場
合
、
ど
の
程
度
、
浸
水
が

及
ぶ
の
か
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
図
が
、「
な
い

と
し
た
場
合
」
で
す
。

　

平
成
22
年
に
市
が
各
家
庭
に
お
配
り
し
た

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
防
潮
施
設
が
機
能
し
な

か
っ
た
場
合
の
図
で
す
。

想
定
外
？

防
潮
堤
な
ど
の
施
設
が

あ
る
場
合
・
な
い
場
合

　

詳
細
は
地
域
防
災
室
に
お
越
し
い
た
だ
く

か
、
防
災
み
え
予
測
図
一
覧

http://w
w

w
.pref.m

ie.lg.jp/
D

1B
O

U
S

A
I/tsunam

i/caution_and_
list.htm

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

特
別
企
画（
第
２
回
）

「
歴
史
か
ら
見
る
地
震
防
災
」

【地震津浪遺戒碑】

防
潮
堤
な
ど
の
施
設
が
な
い

と
し
た
場
合
の
浸
水
予
測
図
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国保・休日夜間応急診療所

～
市
国
民
健
康
保
険
加
入
の
皆
さ
ん
へ
～

　

医
療
機
関
で
受
診
す
る
際
に
は
、
窓
口
で

医
療
費
の
一
部
に
相
当
す
る
自
己
負
担
額
を

支
払
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
実
際
に
か
か
る
医
療
費
は
、

そ
れ
だ
け
で
は
済
み
ま
せ
ん
。
残
り
の
医
療

費
（
７
割
～
９
割
）
を
保
険
者
（
市
）
が
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
高
額
療
養
費
、
療
養
費
、
葬
祭
費

な
ど
は
、
毎
月
20
日
（
土
日
祝
日
の
場
合
は

翌
日
）
に
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
全
国
的
な
シ
ス
テ
ム
の
改
修
に

伴
い
、
平
成
23
年
12
月
支
給
分
か
ら
、
支
給

日
が
毎
月
末
営
業
日
に
変
更
さ
れ
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

重
複
受
診
と
は
、
あ
る
病
気
で
、
同
時
に

　

時
間
外
、
休
日
、
深
夜
に
は
、
通
常
の
料

金
に
規
定
の
割
増
料
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

や
む
を
得
な
い
と
き
以
外
は
、
こ
う
し
た
こ

と
も
考
慮
し
て
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

複
数
の
医
療
機
関
に
か
か
る
こ
と
を
い
い
ま

す
。

　

医
師
は
、
患
者
の
訴
え
や
症
状
に
よ
り
、

検
査
や
治
療
を
行
い
ま
す
が
、
病
院
を
転
々

と
し
て
し
ま
う
と
、
そ
れ
ま
で
の
治
療
は
中

断
し
、
次
の
病
院
で
は
ま
た
検
査
か
ら
や
り

直
さ
な
く
て
は
い
け
な
く
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
か
え
っ
て
病
気
を
長

引
か
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
、
患
者
に

と
っ
て
も
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
に
な
り
ま
す
。

　

薬
や
注
射
の
重
複
に
よ
る
弊
害
も
心
配
で

す
。
重
複
診
療
で
必
要
以
上
の
注
射
や
、
双

方
の
医
師
か
ら
出
さ
れ
た
薬
を
服
用
す
る
の

は
非
常
に
危
険
で
す
。

　

医
師
の
治
療
な
ど
に
疑
問
が
あ
る
と
き
や

不
安
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
こ
と
を
医
師
に

伝
え
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
も
し
転

院
す
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
治
療
デ
ー
タ
を

提
供
し
て
も
ら
え
ば
、
次
の
診
療
で
検
査
や

薬
の
重
複
と
い
う
危
険
が
避
け
ら
れ
ま
す
。

　

重
複
受
診
な
ど
同
じ
症
状
で
、
２
つ
の
医

療
機
関
を
受
診
す
る
と
、
通
常
の
倍
の
額
が

請
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

保
険
税
は
、
医
療
費
の
支
払
い
の
貴
重
な

財
源
で
す
。
医
療
費
が
増
え
れ
ば
、
保
険
税

の
値
上
が
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

日
常
的
な
診
療
や
健
康
管
理
な
ど
を
行
っ

て
く
れ
る
身
近
な
お
医
者
さ
ん
の
こ
と
を
か

か
り
つ
け
医
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
ご
家
族
で

か
か
り
つ
け
医
を
決
め
て
お
く
と
大
変
便
利

で
す
。

医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う

の
は
医
療
費
の
一
部
で
す

医
療
費
の
適
正
化
に
は
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
必
要
で
す

重
複
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う

休
日
な
ど
の
受
診
に
は
、

割
増
料
金
が
加
算
さ
れ
ま
す

医
療
費
の
支
払
い
の
財
源
は

皆
さ
ん
の
保
険
税
で
す

か
か
り
つ
け
医
の
メ
リ
ッ
ト

か
か
り
つ
け
医
を

持
ち
ま
し
ょ
う

～ 志摩市休日夜間応急診療所 ～
場　　所　県志摩庁舎
　　　　　（旧志摩保健所）２階
電話番号　43・5899
診療科目　内科・小児科
診療時間
□印の日は夜間
　 19時30分～22時00分
○印の日は昼間
　（日曜・祝日診療の日）
9時30分～12時30分

　 13時30分～16時30分
※県志摩庁舎正面玄関前駐車場は使用できま
　せんので、庁舎南側駐車場をご利用ください。

12月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

1月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

・
待
ち
時
間
が
比
較
的
短
く
、
受
診
の
手

　

続
き
も
簡
単
で
す
。

・
入
院
や
検
査
な
ど
が
必
要
な
と
き
は
、
適

　

切
な
病
院
を
指
示
、
紹
介
し
て
も
ら
え
ま

　

す
。

・
家
族
の
病
状
・
病
歴
、
健
康
状
態
を
把
握

　

し
て
い
る
の
で
、
も
し
も
の
と
き
は
、
素

　

早
い
対
応
を
し
て
も
ら
え
ま
す
。

・
食
事
な
ど
、
日
常
の
健
康
管
理
の
ア
ド
バ

　

イ
ス
を
し
て
も
ら
え
ま
す
。

保
険
課　

 

44
・
０
２
１
３

FAX 
44
・
５
２
６
０

高
額
療
養
費
な
ど
の

支
給
日
を
変
更
し
ま
す
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集団検診

● ● ● 各種がん検診受診上の注意 ● ● ●
・対象年齢は、平成24年4月1日時点の年齢です。
・同じ検診を年に2回受診した場合は、2回目は全額自己負担になります。
・集団検診の結果は、受診日の約3週間後に自宅に郵送されます。

～集団検診のお知らせ～　現在申し込み受け付け中です。

※集団検診のお申し込みは、申し込み開始日以降の平日 8 時 30 分～ 17 時です。定員になり次第、受け付けは終了
　しますので、ご了承ください。
＜持　ち　物＞　・健康保険証（本人確認のため必ずお持ちください）
　　　　　　　　・健康手帳（４０歳以上の人：お持ちでない人は発行します）
　　　　　　　　・バスタオル ( 乳がん検診のみ）
　　　　　　　　・三重乳がん検診ネットワークカード（以前に乳がん検診を受けられた人で、お持ちの場合）
＜自己負担額＞　乳がん（マンモグラフィ）検診：1,200 円　　子宮頚がん検診：1,200 円
　　　　　　　　下記に該当する人は、すべてのがん検診が無料になります。
　　　　　　　　　※ 70 歳以上の人
　　　　　　　　　※市の国民健康保険に加入している人
＜ 対 象 年 齢 ＞　・乳がん（マンモグラフィ）検診 ：40 歳以上で偶数年齢の女性
　　　　　　　　・子宮頚がん検診 ： 20 歳以上で偶数年齢の女性

マンモグラフィ（エックス線撮影）による乳がん検診・子宮頚がん検診

地区 と　き 検診受付時間 ところ 定　員 問い合わせ・申し込み先

大王 12月  6日（火）

13時～13時30分

いきいき館　水仙

子宮がん検診　30人　
　

大王保健センター
14時～14時30分

乳がん検診　　20人　
　

子宮がん検診　30人　
　

阿児

12月14日（水） 13時～14時30分

サンライフあご

子宮がん検診　60人/日

総合保健センター
  1月24日（火）

9時30分～11時 乳がん検診　　40人/日

13時～14時30分 乳がん検診　　40人/日
子宮がん検診　60人/日

今年度より志摩市民病院でも乳がん検診が受診できるようになりました
自己負担額・対象年齢は集団検診と同じです。希望する人は、志摩市民病院までお申し込みください。

（予約受付：月～金　14時～16時）志摩市民病院　 72・5555

女性特有のがん検診・大腸がん検診推進事業の対象の人へ
女性特有のがん検診大腸がん検診推進事業の対象は、下記の生年月日に該当となる人です。対象となる人へは、
無料クーポン券を郵送しています。まだ受診をされていない人は受診してください。
クーポン有効期限は大腸がん検診が平成24年1月30日まで、女性特有のがん検診が平成24年3月31日までです。

＜問い合わせ＞
　総合保健センター　  44・1105　FAX 44・1102　　大王保健センター　 72・5963　FAX 72・5964
　磯部保健センター　 55・4011　FAX 56・0750
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被災地派遣

　

８
月
30
日
か
ら
の
21
日
間
、
気
仙
沼
市

鹿し
し
お
り折
中
学
校
体
育
館
避
難
所
で
業
務
支
援

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

気
仙
沼
に
到
着
し
、
避
難
所
に
向
か
う
ま

で
に
、
ま
ず
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
は
、

津
波
に
襲
わ
れ
た
地
区
の
惨
状
で
し
た
。
陽

が
沈
み
、
街
灯
も
な
い
た
め
薄
暗
い
ま
ま
の

中
で
、車
の
ラ
イ
ト
に
映
し
出
さ
れ
た
の
は
、

鉄
骨
が
む
き
出
し
に
な
っ
た
工
場
や
基
礎
だ

け
が
残
る
住
宅
街
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
範

囲
の
あ
ま
り
の
広
さ
に
言
葉
を
失
い
、
こ
れ

ほ
ど
ま
で
に
町
の
す
べ
て
を
流
し
て
し
ま
う

波
が
、本
当
に
押
し
寄
せ
る
の
だ
ろ
う
か
と
、

実
際
の
被
害
を
見
て
も
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど

で
し
た
。

　

避
難
所
で
は
、
仮
設
住
宅
の
完
成
時
期
と

重
な
っ
た
た
め
、
通
常
業
務
に
加
え
、
引
越

し
さ
れ
る
人
の
お
手
伝
い
も
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
中
で
、
地
震
時
の

お
話
も
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
人
が

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
の
が
、「
地
震
が
起
き

た
ら
、
車
で
逃
げ
る
の
で
は
な
く
、
近
く
の

高
い
所
へ
早
く
逃
げ
る
よ
う
に
。」
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
ま
た
、「
志
摩
に
帰
っ
た
ら
、

他
の
人
に
も
伝
え
て
よ
。」
と
い
う
言
葉
も

か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

志
摩
市
も
津
波
と
無
縁
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。地
形
的
に
も
多
く
が
海
に
面
し
て
お
り
、

ま
た
、
歴
史
的
に
み
て
も
実
際
に
何
度
か
津

波
に
襲
わ
れ
、
多
大
な
被
害
が
出
た
こ
と
が

過
去
の
文
献
に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
つ
を
紹
介
し
ま
す
と
、
１
８
５
４
年
に
発

生
し
た
安
政
東
海
地
震
の
越
賀
村
の
記
録
に

は
、「
山
の
よ
う
な
高
さ
三
丈
（
約
９
ｍ
）

の
大
波
が
、
矢
の
よ
う
な
速
さ
で
村
に
押
し

寄
せ
た
。」
や
「
今
後
、
地
震
が
あ
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
火
を
消
し
て
、
高
い
所
へ
逃
げ
る
よ

う
に
。」
と
い
う
旨
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
最
後
は
、「
こ
の
記
録
を
後
世
の
人
々

の
た
め
に
残
し
ま
す
。」
と
い
う
言
葉
で
締

め
く
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
か
ら
１
５
７
年

前
に
、こ
の
志
摩
の
地
で
被
災
し
た
先
人
も
、

気
仙
沼
の
被
災
者
も
共
通
し
て
言
っ
て
い
る

の
は
、「
地
震
が
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
高
い

所
へ
逃
げ
る
こ
と
」
で
あ
り
、
こ
の
経
験
を

「
多
く
の
人
に
伝
え
た
い
」
と
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

　

実
際
に
津
波
か
ら
逃
れ
、
そ
の
恐
ろ
し
さ

を
目
の
当
た
り
に
し
た
経
験
を
踏
ま
え
て
、

み
ん
な
に
心
構
え
が
あ
れ
ば
、
も
う
少
し
被

害
を
防
げ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
悔
し
さ

と
、
こ
の
よ
う
な
辛
い
思
い
を
二
度
と
繰
り

返
し
て
欲
し
く
な
い
と
い
う
願
い
が
あ
る
か

ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
被
害
を
防
ぐ
た

め
、
ど
う
か
皆
さ
ん
も
ご
家
庭
や
職
場
で
、

地
震
発
生
時
の
対
処
方
法
や
避
難
場
所
に
つ

い
て
今
一
度
話
し
合
い
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

津
波
被
害
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に

下
水
道
課　

山や
ま
ざ
き﨑 　

剛ご
う　

東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援

～
職
員
奮
闘
記
～

　

10
月
１
日
か
ら
10
月
８
日
ま
で
の
間
、
宮

城
県
気
仙
沼
市
鹿
折
中
学
校
避
難
所
で
避
難

所
支
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

避
難
所
支
援
活
動
で
は
、
避
難
所
の
清
掃

活
動
、
避
難
住
民
へ
の
食
事
の
準
備
、
健
康

体
操
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
や
レ
ク
チ
ャ
ー
、
支
援

物
資
の
配
布
な
ど
を
中
心
に
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　

当
初
、
鹿
折
中
学
校
避
難
所
の
開
設
時
に

は
、
８
０
０
人
を
超
す
住
民
が
避
難
さ
れ
て

お
り
、
気
仙
沼
市
職
員
は
２
階
の
通
路
で
寝

泊
ま
り
を
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
し
た
が
、

現
在
の
避
難
者
数
は
10
人
と
少
な
く
な
っ
た

た
め
、
避
難
住
民
と
同
じ
一
階
部
分
で
寝
泊

ま
り
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
約
７
か
月
が
経
過

し
、
避
難
さ
れ
て
い
る
住
民
が
少
な
く
な
っ

た
こ
と
や
、
こ
れ
か
ら
冬
を
迎
え
、
寒
さ
が

一
層
厳
し
く
な
る
た
め
、
暖
房
設
備
が
あ
る

気
仙
沼
公
民
館
に
統
合
の
協
議
が
あ
り
、
避

難
住
民
の
了
承
も
得
ら
れ
た
た
め
に
、
11
日

に
閉
所
が
決
ま
り
ま
し
た
。
閉
所
決
定
後
、

通
常
の
避
難
所
支
援
活
動
を
行
い
つ
つ
、
支

援
物
資
の
搬
出
や
仕
分
け
作
業
、
布
団
な
ど

の
片
付
け
、
窓
や
体
育
館
内
の
清
掃
作
業
な

ど
の
閉
所
に
向
け
た
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

閉
所
後
は
、
10
月
16
日
ま
で
の
間
、
気
仙

沼
市
役
所
で
の
業
務
支
援
に
移
り
、
り
災
証

明
書
の
発
行
や
、
税
務
証
明
書
発
行
な
ど
の

手
伝
い
を
行
い
ま
し
た
。
現
在
で
も
、
多
く

の
人
が
、
り
災
証
明
の
発
行
に
訪
れ
、
改
め

て
被
害
規
模
の
大
き
さ
を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

現
場
を
見
に
行
く
機
会
を
い
た
だ
き
、
津

波
に
よ
る
大
き
な
被
害
を
受
け
た
南
三
陸
町

や
気
仙
沼
港
、
岩
手
県
の
陸
前
高
田
市
の
被

災
現
場
を
目
の
当
た
り
に
し
、
言
葉
を
失
い

ま
し
た
。
街
中
に
ま
で
漁
船
が
流
さ
れ
、
そ

の
ま
ま
残
っ
て
い
る
現
場
や
、
未
だ
ガ
レ
キ

が
山
積
み
に
な
っ
て
い
る
場
所
も
沢
山
あ

り
、
復
興
に
は
支
援
の
手
を
緩
め
ず
、
継
続

的
な
支
援
活
動
が
必
要
だ
と
痛
感
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
支
援
業
務
を
通
じ
て
、
志
摩
市
も

決
し
て
他
人
事
で
は
な
い
と
感
じ
ま
す
。
東

海
地
方
を
は
じ
め
と
す
る
西
日
本
で
も
30
年

以
内
に
大
地
震
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高

く
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
い
か

に
被
害
を
少
な
く
出
来
る
か
東
日
本
大
震
災

の
教
訓
か
ら
対
応
策
を
協
議
し
、
ど
の
よ
う

に
行
動
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
地
域
や
家
庭
で

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

し
た
。

東
日
本
大
震
災
支
援
業
務
を
終
え
て

下
水
道
課　

東
ひ
が
し
う
ら浦 

純じ
ゅ
ん
や矢　
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地域防災室

地震に備えて
住宅内の家具を無料で固定します

　市では、家具固定事業の申し込みを受け付けます。この事業は、地震対策として自力で家具固定を行う
ことが困難な世帯を対象に、住宅内の家具固定（転倒防止金具の取り付け）を無料で行うものです。

1. 対象世帯
市に住所があって、次のいずれかに該当する世帯が対象です。
　①満 65 歳以上の高齢者のみの世帯（65 歳未満の人と同居の場合は、対象となりません。）
　②身体障害者手帳の交付を受けている障がい者のみの世帯
　③療育手帳を受けている知的障がい者のみの世帯
※昨年度以前にこの事業をご利用いただいた世帯を除きます（この事業をご利用いただけるのは、１世帯
　１回です）。
※募集数は 100 世帯（先着順）です。

2. 申込期間
12 月 1 日（木）から 12 月 22 日（木）までの
平日 8 時 30 分から 17 時 15 分まで

3. 費　　用
無料です。
※ 1 世帯につき家具の数量 3 台まで

4. 申込方法
裏面の申込書に必要事項を記入し、地域防災室または各支所にご提出ください。
※申込書は、提出先（地域防災室または各支所）にもあります。
　市ホームページ（http://www.city.shima.mie.jp/shinseisho/）からダウンロードすることもできます。

5. そ の 他
①借家などにお住まいの場合は、所有者の承諾が必要です。
②家具固定を行う世帯へは、事前（1 月下旬～ 2 月上旬ごろ）に市が委託した事業者が下見・打ち合わせに
　お伺いします。
　●その際に家具固定日（2 月中旬以降）の打ち合わせをします。
　●現場の状況などによって家具固定できない場合があります。また、テレビ・冷蔵庫などの電化製品など、
　　対応できないものもあります。
③家具固定の当日は、在宅し、立ち会いをお願いします。

問い合わせ　地域防災室　 ４４・０２０３　FAX４４・５２５２

● ● ● ● ● ● ● 家具の転倒防止を ● ● ● ● ● ● ●
　阪神 ･淡路大震災で亡くなった人の８割以上は家屋の倒壊や家具の転倒などによる圧迫死でした。
また、けがをした人の半数近くは、家具の転倒によるものでした。地震に対する備えとして、家具を
固定することは有効な対策です。

広報用イラスト応募作品「防災」
村
むらたあらし

田嵐さん（阿児町　小4）
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地域防災室

様式第 1 号（第 5 条関係）
平成 23 年　　月　　日

（あて先）志摩市長　様
申 請 者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

住　　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 

氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印　

電話番号　　　　　　　　－　　　　－　　　　　　　　

災害時要援護者宅家具固定事業申込書

　志摩市災害時要援護者宅家具固定事業実施要綱第 5 条第 1 項の規定に基づき、家具の固定を受けたいので、
次の事項を承諾した上で申し込みます。

１．家具の固定は、地震災害時の転倒防止を完全に保証するものではありません。従って、市は、固定し
　　た家具の転倒による被害の損害賠償の責任は負いません。
２．申請者が家具の固定作業完了の確認したものに対して、その後、市及び施工者は、一切責任を負いません。
３．借家又はアパートにお住まいの方が申込みをする場合は、借家又はアパートの所有者又は管理者の承
　　諾が必要です。ただし、公営住宅にお住まいの方は、公営住宅を管理する部署と協議をして下さい。
４．借家、アパート又は公営住宅を退去する場合、金具等の取り外しは、自己責任で行ってください。
５．家具固定事業の利用は、1 世帯につき 1 回限りとし、固定することができる家具の数量は、3 台までと
　　します。

記

住 宅 の 所 在 地 志摩市　　　　　町

住 宅 の 種 類 持　家　　　　借　家　　　　アパート　　　　公営住宅

住 宅 所 有 者

家 主 等 の 承 諾（ 住 宅 の
種 類 で 持 家、 公 営 住 宅
以 外 に 該 当 す る 場 合 ）

　上記申請により、家庭内家具を固定するため金具等により家屋（柱、壁、
床等）に固定することを承諾します。

　　　年　　月　　日

所有者又は管理者　　住　所

　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

家 具 固 定 実 施 希 望 日 年　　　　　月　　　　　日

同意書
　私は、志摩市災害時要援護者宅家具固定事業実施要綱に定める対象者であることを確認するために、
市が私及び私の世帯の個人情報（住民基本台帳、税情報等）について照合を行うことに同意します。

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　印 　

整理番号
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職員募集

志摩市民病院臨時職員募集
志摩市民病院では次の臨時職員を募集します。電話にてお問い合わせください。（ただし、土・日・祝日は除く）

応募資格など

　1. 地方公務員法（昭和 25 年法律第 261 号）第 16 条に規定する欠格条項に該当しない人

　2. 通勤可能であること

　3. 勤務条件　社会保険・雇用保険加入、通勤手当、有給休暇、公務災害補償

看護師 診療放射線技師(女性) 臨床工学技士
業務内容
病院内の看護業務

業務内容
病院内の診療放射線撮影業務および
マンモグラフィ撮影業務

業務内容
病院内の臨床工学技士業務

賃金など
看護師の場合
日額 10,000円　　時給　1,300円
准看護師の場合
日額　9,000円　　時給　1,170円
期末手当…勤務状況により支給

賃金など
日額　9,000円　　時給　1,170円

期末手当…勤務状況により支給

賃金など
日額　9,000円　　時給　1,170円

期末手当…勤務状況により支給

資　　格
看護師免許・准看護師免許を有する人

資　　格
診療放射線技師免許を有する女性技師
（厚生労働省が推進するポジティブ・ア
クションへの取り組みによる。）

資　　格
臨床工学技士免許を有する人

勤務形態
常勤、三交替勤務(7時間45分)、パート
勤務可能（要相談のうえ決定）

勤務形態
常勤、パート勤務可能
（要相談のうえ決定）

勤務形態
常勤、パート勤務可能
（要相談のうえ決定）

問い合わせ　国民健康保険志摩市民病院　管理係　  ７３・８８７７　FAX ７２・５５５６　

「新しい里海創生」に向けた取り組み・アイデアを募集します
　市では、さまざまな生き物が育つ豊かな自然環境を保全・再生し、「稼げる、学べる、遊べる、新しい里
海創生によるまちづくり」を進めています。
　「新しい里海」のイメージについては、これまで「里海読本」や本紙に連載中の里海シリーズでお伝えし
ていますが、今後こうしたまちづくりを進めるための具体的な取り組みのアイデアを募集します。
　皆さんからお寄せいただいたアイデアは、現在策定中の「志摩市里海創生基本計画」や具体的な事業計
画を策定する上での参考資料として活用させていただきます。
応募方法
住所、名前、電話番号とともに
①具体的な取り組みの概要　②取り組みの実施方法　③期待される効果
を簡潔に記載して、郵便、ファックスまたは電子メールなど、書面にて里海推進室までお送り下さい。様
式は任意です。
募集期限　12 月 20 日（火）まで

応募先・問い合わせ　里海推進室　  ４４・０２０６　FAX ４４・５２６２　E-mail satoumi@city.shima.lg.jp
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市長コラム

救
命
胴
衣（PFD Personal Floating Device

パ
ー
ソ
ナ
ル 

フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ 

デ
バ
イ
ス
）

　

市
で
は
子
ど
も
た
ち
の
津
波
被
害
へ
の
対

策
の
一
環
と
し
て
、
中
学
校
・
小
学
校
・
幼

稚
園
な
ど
に
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
防
災
用

品
と
し
て
備
え
る
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま

す
。
国
県
の
識
者
や
防
災
担
当
の
方
々
は
も

ち
ろ
ん
、
こ
の
た
び
磯
部
郷
土
資
料
館
で
特

集
を
組
み
ま
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
地

質
調
査
や
過
去
の
文
献
を
か
ん
が
み
る
と
、

私
た
ち
の
住
む
こ
の
地
域
に
は
、
約
90
年
か

ら
150
年
の
間
隔
で
大
き
な
地
震
が
発
生
し
て

お
り
、
大
き
な
津
波
被
害
が
当
時
の
文
献
に

数
多
く
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
こ

の
自
然
の
時
間
軸
を
参
考
に
す
る
と
、
こ
こ

数
年
か
数
十
年
の
内
に
、
必
ず
東
海
地
震
、

東
南
海
地
震
、
南
海
地
震
ま
た
は
そ
れ
ら
の

連
動
型
地
震
が
発
生
し
、
大
き
な
津
波
が
こ

の
地
域
を
襲
う
で
あ
ろ
う
と
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
の
津
波
被
害

は
、
テ
レ
ビ
報
道
で
見
る
よ
う
に
き
わ
め
て

凄せ
い
さ
ん惨
で
沢
山
の
人
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
様
子
は
決
し
て
他
人
事
で
は
な
く
、

地
震
に
よ
る
津
波
被
害
が
、
明
日
は
我
が
身

と
言
う
こ
と
を
、
私
た
ち
に
強
く
自
覚
を
さ

せ
ま
し
た
。
そ
し
て
近
い
将
来
、
発
生
す
る

で
あ
ろ
う
こ
の
津
波
被
害
を
、
少
し
で
も
軽

減
で
き
る
よ
う
に
、
い
ま
沢
山
の
提
案
や
、

行
動
を
も
っ
て
、
各
自
治
会
や
地
域
の
方
々

か
ら
、各
種
の
要
望
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
子
ど
も
た
ち
を
持
つ
保
護
者
の
方
々

か
ら
は
、
学
校
や
幼
稚
園
、
保
育
所
で
の
、

修
学
時
間
中
で
の
避
難
や
、
安
全
対
策
に
つ

い
て
、
特
に
生
き
延
び
る
こ
と
へ
の
強
い
要

望
が
届
い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
子
ど
も
た
ち
の
津
波
被
害

へ
の
対
策
の
一
環
と
し
て
、
中
学
校
・
小
学

校
・
幼
稚
園
な
ど
に
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を

防
災
用
品
と
し
て
備
え
る
こ
と
を
考
え
、
実

現
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
第
一
に
津
波
か
ら
真
剣
に
子
ど
も

た
ち
の
命
を
守
る
た
め
、
そ
し
て
配
置
後
は

こ
の
Ｐ
Ｆ
Ｄ
の
装
着
訓
練
を
数
多
く
こ
な
す

こ
と
で
、
命
を
永な

が

ら
え
る
姿
勢
と
防
災
へ
の

意
識
付
け
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。
そ

し
て
第
二
に
は
、
東
日
本
大
震
災
直
後
は
津

波
被
害
に
対
し
て
敏
感
な
ほ
ど
の
関
心
を

持
っ
て
い
た
に
せ
よ
、
私
た
ち
は
時
間
の
経

過
と
と
も
に
そ
の
意
識
は
薄
ら
ぎ
風
化
さ
せ

て
し
ま
い
、
時
に
は
一
時
失
念
す
る
か
も
し

れ
な
い
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、

子
ど
も
た
ち
が
防
災
訓
練
や
Ｐ
Ｆ
Ｄ
着
脱
訓

練
の
話
を
常
に
各
家
庭
に
持
ち
帰
り
、
話
を

す
る
こ
と
で
、
家
庭
内
は
も
ち
ろ
ん
地
域
で

の
防
災
減
災
へ
の
取
り
組
み
の
関
心
を
高

め
、
持
続
的
に
、
地
域
の
防
災
減
災
力
を
高

め
、
市
民
個
々
の
救
命
率
を
高
め
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　

ま
た
第
三
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
夏
の
海

水
浴
や
、
海
辺
で
の
里
海
体
験
に
も
使
っ
て

い
た
だ
き
、
普
段
か
ら
の
海
難
に
そ
な
え
て

い
た
だ
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
が
、

第
四
に
は
、
万
が
一
、
津
波
が
襲
来
し
て
子

ど
も
た
ち
が
流
さ
れ
た
時
に
は
、
浮
い
て
い

る
こ
と
で
、
捜
索
や
発
見
が
早
く
で
き
る
こ

と
で
す
。

　

そ
れ
と
も
う
一
つ
、
大
切
な
こ
と
は
津
波

で
流
さ
れ
た
時
で
も
、
浮
く
こ
と
に
よ
っ
て

着
用
し
て
い
た
場
合
の
生
存
率
は
８
割
近
く

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
、
こ

の
Ｐ
Ｆ
Ｄ
の
教
育
施
設
へ
の
配
置
は
本
当
に

意
味
の
あ
る
こ
と
だ
と
確
信
を
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
と
も
実
現
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
ど
う
か
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
教
訓
と
、
幾
度
か
の
防

災
訓
練
、
防
災
講
話
を
心
の
中
に
置
い
て
頂

い
て
、
居
住
し
て
い
る
ま
わ
り
の
状
況
、
避

難
場
所
、
避
難
経
路
な
ど
を
再
確
認
し
て
い

た
だ
き
、「
最
初
の
避
難
者
に
な
る
こ
と
」と
、

災
害
初
期
に
は
、「
自
分
の
身
と
自
分
の
家

族
は
自
分
で
守
る
」
を
原
則
に
、
防
災
知
識

を
高
め
て
い
た
だ
き
、
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な

し
で
、
災
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
「
防
災

か
ら
減
災
へ
」
へ
の
ご
努
力
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

400ml献血にご協力ください 平成23年度「知事と市長との１対１対談」

と　き ところ

12月14日(水)

10時～10時50分 ホンダカーズ伊勢志摩　鵜方店

12時20分～13時 藤和電子　株式会社

13時30分～16時 志摩市役所

対象は、年齢18歳～64歳で体重50㎏以上の人です。
※男性のみ、17歳の人も対象となります
※65～69歳までの人は、60～64歳までの間に献血経
験がある人に限られます

　知事と市長とが、共通した認識の上で住民サー
ビスの向上や市との連携の強化を図ることを目
的として対談を開催します。
　対談は『公開』となりますので、傍聴を希望
される人は 13時 20分までにご入場ください。

と　き　　12月17日（土）13時30分～14時30分
ところ　　志摩市役所　４階会議室

問い合わせ
企画政策課　 44・0205　FAX 44・5252
　　　　　　

E-mail
kikakuseisaku@city.shima.lg.jp

Vol.

36市長コラム
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選挙管理委員会・年末の交通安全

選挙管理委員会からのお知らせ
12月は、県選挙管理委員会の

「明るい選挙推進強調月間」です
　政治家の寄附などについて、
次の行為は禁止されています。
ルールを守ってきれいな選挙を
実現しましょう。

一、政治家の寄附の禁止
　政治家（候補者、候補者となろうとする者およ
び公職にある者）は、寄附をすると処罰されます。
　政治家が選挙区域内にある者に対して寄附をす
ること（政党や親族に対するものおよび政治教育
集会に関する必要やむを得ない実費の補償は除か
れます）は、その時期や名義のいかんを問わず禁
止されており、次のものを除きすべて罰則の対象
となります。
①政治家本人が自ら出席する結婚披露宴における
祝儀
②政治家本人が自ら出席する葬式や通夜における
香典
　なお、政治家以外の者が、政治家名義の寄附を
することも罰則をもって禁止されています。
二、政治家に対する寄附の勧誘・要求の禁止
　有権者が、威

い は く

迫してあるいは政治家を陥れる目
的で寄附を求めると処罰されます。
三、政治家の関係団体の寄附の禁止
　政治家が役職員、構成員である団体が、政治家
の氏名を表示して選挙に関し寄附をすると処罰さ
れます。
四、後援団体の寄附の禁止
　後援団体が、花輪、香典、祝儀などを出すと処
罰されます。
五、年賀状などのあいさつ状の禁止
　政治家は、年賀状などのあいさつ状を出すこと

が禁じられています。
　政治家は、選挙区内にある者に対し、答礼のた
めの自筆によるものを除き、年賀状、暑中見舞状
などの時候のあいさつ状（電報なども含まれま
す。）を出すことは禁止されています。
六、あいさつを目的とする有料広告の禁止
　政治家や後援団体が、有料のあいさつ広告を出
すと処罰されます。

農業委員会委員選挙人名簿の登載申請
　毎年、申請に基づいて農業委員会委員選挙人名
簿が作られています。
　名簿に登載漏れになると、投票することができ
ません。次に該当する人は、必ず定められた期間
内に申請してください。
選挙権・被選挙権を有する人
　次の３つの要件をすべて備えている人
①志摩市に住所を有する人
②年齢が20歳以上の人
③次のいずれかに該当する人
ア．10アール以上の農地で耕作を営む人
イ．上記のアの人の同居の親族またはその配偶者
　　で、年間おおむね60日以上農業に従事する人
ウ．10アール以上の農地で耕作を営む農業生産法
　　人の組合員、社員または株主で、年間おおむ
　　ね60日以上農業に従事する人
申請の基準日
平成24年１月１日（日）
申請期間
平成24年１月１日（日）～ 10日（火）
※昨年の名簿に登載されている人には、12月中に
　申請用紙をお届けします。
申請書の提出先
市農業委員会事務局または各支所・連絡所

　

年
末
は
、
交
通
量
の
増
加
や
年
末
特
有
の

あ
わ
た
だ
し
さ
、
日
没
時
間
が
最
も
早
く
な

る
な
ど
の
事
情
に
よ
り
事
故
の
発
生
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

　

当
運
動
を
機
に
今
一
度
、
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
、
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
心
が

け
、
安
全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
忘
年
会
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
飲
酒
の

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
が
、「
飲
酒
運
転
は

犯
罪
」
で
す
。
ま
た
悲
惨
な
事
故
を
引
き
起

こ
す
こ
と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

飲
酒
運
転
の
危
険
性
や
責
任
の
重
大
さ
な

ど
を
話
し
合
い
、飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な
い
・

さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

年
末
の
交
通
安
全

県
民
運
動
実
施

12
月
11
日
日
～
20
日
火 

市選挙管理委員会
４４・０２０１　FAX４４・５２５２

重
点
と
す
る

取
り
組
み

高齢者の
交通事故防止

全ての座席の
シートベルトと

チャイルドシートの
正しい着用の徹底

飲酒運転の根絶
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トピックス

ええじゃんかまつり
　阿児アリーナ周辺で、第 17 回ええじゃんかまつりが
開催されました。
　祭りでは、保育所、幼稚園の子どもたちによるチビッ
コええじゃんか踊りや、ええじゃんか踊りコンテスト
が開催され、来場者を楽しませました。

10月15日

市観光ガイド養成講座
　市観光協会では、志摩を訪れる観光客に知識だけで
なく、奥深さや魅力を伝えることを目的とした「志摩
市観光ガイド制度」に向けた取り組みを進めていま
す。その一環としてガイド希望者を集めた勉強会が
16 日から始まり「磯部編」が開催されました。

10月16日

第1回伊雑宮 調献祭のしらべ
　磯部町上之郷で、都市計画マスタープランによる「地
区構想（まちづくり構想）」の策定を進める「伊雑宮
周辺地区構想市民協議会」が、伊雑宮に「にぎわい」
を取り戻す活動として、調献祭の日にあわせて、剣山
啓助さんとルナのメンバーによる二胡の演奏と踊りに
よる、奉納コンサートを実施し、約 130 人の皆さんが
二胡の演奏を楽しみました。

10月25日

波切小学校サツマイモ収穫体験
　波切小学校 6 年生の児童たちが障がい者支援施設は
ばたきを訪れ、障がいをもつ人たちの労働について学
び、交流を深めようとサツマイモの収穫作業を体験し
ました。大きく育ったサツマイモをひとつひとつ丁寧
に土から取り出し、約 2 時間の作業でおよそ 1 トンを
収穫しました。子どもたちは「働く事は大変だけど、
貴重な体験が出来て楽しかった。」と話し、額に汗を
にじませながら作業に取り組みました。

10月28日

ミズノクラシック
　全米女子ゴルフ協会の公式戦である「ミズノクラ
シック」が、近鉄賢島カンツリークラブで開催されま
した。今大会では、3 ホールのプレイオフを制した上
田桃子選手が、2007 年以来 2 回目のミズノクラシッ
ク優勝を飾りました。
　上田選手には優勝の副賞として志摩市から真珠の
ネックレスが贈られました。

11月4～6日
第61回真珠祭
　阿児町神明賢島で、第 61 回真珠祭が開催されまし
た。真珠祭では、真珠を育てる真珠貝の供養祭が行わ
れ、参列者は美しい真珠を育みそして短い生涯を終え
た真珠貝に改めて感謝しました。
　また供養祭の後、関係者やミス伊勢志摩による真珠
貝と真珠玉の放

ほうじょう

生が行われました。

10月22日
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トピックス

立神地区火災予防広報パレード
　阿児町立神で、自治会や立神保育所の子どもたちに
よる火災予防広報パレードが行われました。
　パレードでは、子どもたちが「火の用心の唄」に合
わせて拍子木を打ちながら、地区内に火災予防を呼び
かけました。パレードの後は、児童公園で火災予防の
遊戯を披露しました。

11月10日

　阿児アリーナ開館 20 周年を記念して、三重ジュニ
ア管弦楽団と市立文岡中学校吹奏楽部によるコンサー
トが開催されました。
　当日は、コンサートのほか、市文化協会阿児支部主
催の阿児文化祭の作品展示、あごお茶お花会の子ども
たちによる抹茶と茶菓子の振る舞い、結成 20 周年を
迎えた英虞海神太鼓の演奏など、多彩な催しが行わ
れ、多くの来場者で賑わいました。

11月5日
阿児アリーナ20周年記念事業
三重ジュニア管弦楽団in阿児アリーナ

男女共同参画学習会
　片田中学校で、理系の研究分野で活躍する女性研究
員 3 人を講師に迎え、学習会を開催しました。講師の
方々には、仕事をする意味や生き方、自身の研究内容
などについてお話をいただき、生徒は講師のお話に熱
心に耳を傾けていました。

11月8日
アサリ放流とあおさ養殖体験
　干潟の再生活動を行っている阿児町立神で、アサリ
の放流とあおさ養殖の網張り体験が行われました。
　市内外の親子ら 20 人が参加し、シーカヤックに乗っ
てアサリの放流とあおさ養殖の網張りを行いました。

11月12日

太鼓で地域を活性化
　阿児町甲賀自治会は、今年度この事業の助成を受
け、住民同士の連携と自治意識の向上を目的として
太鼓などを購入しました。
　甲賀自治会では、新しく購入した太鼓により、自
治会活動の活性化に繋げていきたいとのことです。

地域の伝承太鼓を子どもたちに
　磯部地域で子どもたちに伝承太鼓を教えている磯部楽
打天晴倶楽部では、この事業の助成を受けて太鼓を購入
しました。新しい太鼓で、地域の伝統を次世代に伝える
活動の活性化が期待されます。

一般コミュニティ助成事業
㈶自治総合センターでは、宝くじ普及広報事業の一環として、一般コミュニティ助成事業を実施しています。
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すく すく
ラ ン ド 12月の子育て支援事業のご案内

　

男
女
共
同
参
画
社
会
は
男
性
と
女
性
が
共

に
豊
か
な
生
活
が
で
き
る
こ
と
を
め
ざ
し
た

も
の
で
す
。

　

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
も
同
じ
観
点
に

立
っ
て
制
定
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
90
年
代
後

半
の
改
定
均
等
法
で
は
、
女
性
の
保
護
規
定

（
労
働
時
間
の
面
な
ど
）
を
緩
め
働
き
や
す

い
よ
う
に
す
る
と
か
、
職
場
で
の
セ
ク
シ
ャ

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
へ
の
罰
則
規
定
を
設
け

る
な
ど
女
性
の
人
権
へ
の
配
慮
が
盛
り
込
ま

れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、「
こ
れ
で
は
女
性
ば
か
り
が
優

位
の
社
会
に
な
る
の
で
は
」
と
い
っ
た
声
も

聞
か
れ
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
意
見
の
背
景
に

は
、
こ
れ
ま
で
の
男
性
優
位
社
会
の
中
で
の

考
え
方
へ
の
こ
だ
わ
り
が
あ
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

女
性
の
人
権
に
つ
い
て
考
え
る
に
は
、
雇

用
形
態
や
労
働
条
件
に
目
を
向
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、「
貧
困
問
題
」

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

最
近
の
統
計
で
は
33
．２
％
で
、
３
人
に

１
人
が
非
正
規
雇
用
者
で
す
。
男
性
は
、
５

人
に
１
人
の
割
合
で
す
が
、
若
い
層
で
は
３

人
に
１
人
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ま
や

働
く
女
性
は
半
分
以
上
が
非
正
規
雇
用
だ
そ

う
で
す
。

　

日
本
で
は
正
社
員
同
士
の
賃
金
を
比
べ
て

み
て
も
、
女
性
は
男
性
の
67
％
し
か
、
達
し

て
い
な
い
そ
う
で
す
。
こ
の
こ
と
は
国
連
の

女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
で
毎
年
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
契
約
社
員
や
パ
ー
ト
・
派
遣
に

お
い
て
も
、
男
性
の
賃
金
の
ほ
う
が
高
く

な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
男
女
間
に
お

い
て
、
こ
の
よ
う
な
差
別
構
造
が
存
在
し
て

い
ま
す
。

　

で
は
、
な
ぜ
こ
れ
ま
で
女
性
が
非
正
規
雇

用
や
パ
ー
ト
労
働
者
が
多
く
、
低
賃
金
が
問

題
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
夫
が
正
社
員
と
し
て
働
き
家
族
を
養
っ

て
い
る
の
で
、
小
遣
い
程
度
の
賃
金
で
い
い

だ
ろ
う
」
と
い
う
社
会
の
見
方
や
、
い
わ
ゆ

る
主
婦
年
金
と
い
わ
れ
る
※
「
第
３
号
被
保

険
者
」
が
絡
ん
で
き
ま
す
。

　

ほ
か
に
、
日
本
の
場
合
は
、
女
性
が
再
び

働
き
は
じ
め
る
と
な
っ
た
ら
非
正
規
雇
用
が

非
常
に
多
く
、
安
定
し
た
収
入
が
得
ら
れ
な

い
状
況
が
あ
り
ま
す
。

　
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
も
「
男
女
雇
用

機
会
均
等
法
」
も
根
本
的
な
考
え
方
は
、
男

女
と
も
安
心
し
て
労
働
で
き
、
豊
か
な
生
活

が
送
れ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

※
第
３
号
被
保
険
者

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
で
専
業
主
婦
は
「
第

３
号
被
保
険
者
」
と
し
て
、
自
ら
保
険
料
を

払
わ
な
く
て
も
年
金
が
受
け
取
れ
る
。

事　　業 と　　　き と　こ　ろ
育児サークル
こえびちゃん

毎週
火・木・土 10時～11時30分 浜島生涯学習センター

53・1511

育児サークル
わらじっこ

毎週
火 ･金 9時30分～11時30分 大王第三保育所

72・2264

園庭・遊戯室
開　　　　放

毎週水曜 9時～11時 浜島保育所
53・1220

毎週火曜 9時～11時30分 大王第三保育所
72・2264

15日（木）9時30分～11時30分 志島保育所
45・2215

園庭開放

毎週水曜 9時30分～11時30分 布施田保育所
85・4904

改修工事期間中、お休みです。 和具保育所
85・3217

8日（木）

9時30分～11時

ひのでが丘保育所
55・0577

22日（木） ひまわり保育所
55・0177

毎月
第1木曜

下之郷保育所
55・2347

※和具保育所園庭開放は、改修工事期間中、お休みになります。くわしくは、和
具保育所にお問い合わせください。

志摩子育て支援センター　 85・0940
事　業 と　　き

育児相談
毎週月～金

9時～12時
13時～16時

子育てサロン 9時～12時
13時～15時

子育て支援センターわくわくの森　 44・1117
事　業 と　　き

センター開放

毎週月～金 9時～11時30分
13時～15時30分育児相談

園庭開放

磯部子育て支援センター　 55・1741
事　業 と　　き

育児相談
毎週月～金

9時～12時
13時～16時

子育てサロン 9時～12時
13時～15時

ひよこクラブ
（0・1歳、2歳以上） 19日（月） 10時～11時30分

※いずれの事業も開催日が祝日の場合はお休みです。

じ
ん
け
ん
コ
ー
ナ
ー
�

男
女
共
同
参
画
社
会
は
、

女
性
優
位
の
社
会
な
の
か

生
涯
学
習
人
権
教
育
課  

44
・
０
３
３
９

FAX

44
・
５
２
６
３
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図書館だより
新しく入った本を紹介します（★は児童書です）

ハロワ！
久
く ぼ で ら た け ひ こ

保寺健彦／著【小説】

次々訪れるワケありの求職者たち。めん
どくさいけど、憎めない！ハローワーク
宮台で相談員として働く 28 歳・沢田の
奮闘を描く、8編の“お仕事”小説。

★きみにもできるよ！お片づけのコツ １ 学校編
大
だ い も ん く み こ

門久美子／文【生活】

片づけができないことで失敗してしまう
男の子を主人公にしたマンガを交えて、
片づけの大切さとコツを紹介。

間接侵略に立ち向かえ！
田
た も が み と し お

母神俊雄／著【社会】

経済ではアメリカ式の株主資本主義、文
化では韓流ブーム、そして日本の土地を
買い占める中国人。間接侵略で国が乗っ
取られようとしている現状を解説する。

★おおきいちいさい
元
もとながさだまさ

永定正／さく【絵本】

大きい丸と小さい丸、大きな四角と小さ
な四角…。｢大きい｣ と ｢小さい｣ をテー
マに、ユニークな形と鮮やかな色彩で描
いた絵本。

イベント案内  ※12月3日～1月14日までのイベントをご案内します

館室名 と　き 内　容

市　立

12月10日（土） 13時～15時
「よみきかせが上手になりたい！」乳幼児向けおはなし会のすすめ方
子どもは本を読んでもらうのが大好きです。ちょっとした工夫やコツ
を知って、楽しいおはなし会をひらきませんか。（大人対象・要予約）

12月17日（土） 11時～12時 おはなし会クリスマススペシャル　～音楽とおはなしの世界へ～
影絵やブラックシアターなど、いつもとはちょっと違ったおはなし会。

12月26日（月） 11時～ おはなし会 ( 赤ちゃんむけ )

  1月  7日（土） 11時～ おはなし会

  1月14日（土） 14時30分～15時35分
本とあそぼう　全国訪問おはなし隊
楽しい「おはなし（絵本や児童書）」をたくさん載せたキャラバンカー
がやってきます。キャラバンカーの見学とおはなし会があります。

志　摩

12月  3日（土） 13時30分～16時 手作りミニリース教室（要予約）

12月24日（土） 14時30分～ よみきかせかい

  1月11日（水） 11時～ よみきかせかい ( 赤ちゃんむけ )

  1月14日（土） 10時30分～11時35分 本とあそぼう　全国訪問おはなし隊　（内容は市立と同じ）

磯　部
12月10日（土）～11日（日）
                       9時30分～17時30分 図書・雑誌リサイクルフェア

12月17日（土） 13時30分～ 古文書学習会

志摩市立図書館　  43･8000　FAX 43･8003　志摩図書室　  85･7801　FAX 85･2563　磯部図書室　  55･2881　FAX 55･2935

カレンダー（12月11日～1月14日まで）

日 月 火 水 木 金 土

¹²⁄₁₁ 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

¹⁄₁ 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

○市立図書館休み　△志摩・磯部・大王・浜島休み
□全館休み
※12月28日～1月4日は、年末年始のため休館します。

◆磯部郷土資料館・磯部図書室　臨時休館のお知らせ◆
　施設移転のため郷土資料館は１月５日（木）から、図書室は２
月１日（水）から休館します。ご迷惑をおかけしますが、よろし
くお願いいたします。
　なお、図書室の開館は４月１日（日）を予定しています。郷土
資料館については広報などで改めてお知らせします。

知っていますか？
借りている図書館の本は、来館
しなくても、電話で延長する
ことが出来ます。（※延滞、予
約がある資料はできません。）

おはなし隊 キャラバンカー
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お知らせ

　

固
定
資
産
税
は
、
そ
の
年
の
１
月
１
日
現

在
に
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を
所
有
し
て

い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
人
で
、滅
失
登
記（
法

務
局
）
や
届
け
出
（
課
税
課
）
を
し
て
い
な

い
人
は
、
早
め
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
売
買
や
相
続
な
ど
に
よ
る
未
登
記

家
屋
の
名
義
変
更
を
し
て
い
な
い
人
は
、
12

月
28
日
（
水
）
ま
で
に
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ  　

課
税
課 

44
・
０
２
１
１

FAX

44
・
５
２
６
０

電
子
証
明
書
の
発
行
を
受
け
る
た
め
に
は

■
準
備
す
る
も
の

●
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持
ち
で
な
い

　

人
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
民
課
で
申
請
が
必

　

要
で
す
。）

●
本
人
を
確
認
で
き
る
写
真
付
き
の
官
公
署

　

が
発
行
し
た
証
明
書
（
例
：
顔
写
真
付
き

　

の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、運
転
免
許
証
）

●
発
行
手
数
料
（
５
０
０
円
）

■
発
行
窓
口

　

市
民
課
（
各
支
所
で
は
手
続
き
で
き
ま
せ

　

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

■
発
行
時
間

　

９
時
～
16
時
45
分

電
子
証
明
書
を
利
用
す
る
た
め
に
は

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
パ
ソ
コ

ン
と
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
準
備

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
で
は
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
の
情

報
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.jpki.go.jp/

　

発
行
さ
れ
た
電
子
証
明
書
は
、
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
の
中
に
格
納
さ
れ
ま
す
。

　

電
子
証
明
書
の
有
効
期
間
は
３
年
で
す
。

す
で
に
取
得
済
み
の
人
も
、
電
子
証
明
書
が

失
効
し
て
い
な
い
か
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。（
公
的
個
人
認
証
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で

も
確
認
で
き
ま
す
。）
ま
た
、
有
効
期
間
内

で
あ
っ
て
も
、
住
所
や
氏
名
な
ど
証
明
内
容

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
失
効
し
て
し
ま
い

ま
す
。
更
新
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
新
規
申

請
時
と
同
じ
手
続
き（
発
行
手
数
料
も
含
む
）

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

※
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
て
い

　

る
有
効
期
限
（
10
年
）
は
、
電
子
証
明
書

　

の
有
効
期
限
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
確

　

認
の
際
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ  　

市
民
課 

44
・
０
２
１
０

FAX

44
・
５
２
６
０

非
木
造
の
冷
蔵
倉
庫
用
家
屋

を
探
し
て
い
ま
す

　

平
成
24
年
度
か
ら
固
定
資
産
評
価
基
準
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
一
定
の
要
件
を
備
え
る

冷
蔵
倉
庫
用
家
屋
に
つ
い
て
、
一
般
の
倉
庫

に
比
べ
て
評
価
額
が
早
く
、
減
少
す
る
計
算

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
で
は
市
内
に
所
在
す
る
冷

蔵
倉
庫
用
家
屋
の
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
内
に
次
の
要
件
を
備
え
る
冷
蔵
倉
庫
用
家

屋
を
所
有
す
る
人
は
、
課
税
課
ま
で
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

◎
対
象
と
な
る
冷
蔵
倉
庫
の
要
件
（
次
の
要

件
す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る
も
の
）

●
木
造
以
外
の
倉
庫
用
建
物
で
あ
る
こ
と

●
倉
庫
の
保
管
温
度
が
冷
蔵
設
備
に
よ
っ
て

　

常
に
10
℃
以
下
に
保
た
れ
て
い
る
こ
と

●
建
物
自
体
が
冷
蔵
倉
庫
（
事
務
所
な
ど
冷

　

蔵
倉
庫
以
外
で
使
用
し
て
い
る
部
分
が
あ

　

る
場
合
、
床
面
積
の
50
％
以
上
が
冷
蔵
倉

　

庫
）
で
あ
る
こ
と

●
プ
レ
ハ
ブ
式
冷
蔵
庫
や
業
務
用
冷
蔵
庫
で

　

な
い
こ
と

問
い
合
わ
せ  　

課
税
課 

44
・
０
２
１
１

FAX

44
・
５
２
６
０

家
屋
を

取
り
壊
し
て
い
ま
せ
ん
か

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
と
は

　

国
税
の
電
子
申
告
（
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
）
な
ど

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
行
政
手
続
き
の
際
、
本

人
確
認
手
段
と
し
て
利
用
で
き
る
電
子
証
明

書
を
発
行
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
市
で
は
、

市
民
課
窓
口
で
発
行
申
請
を
受
け
付
け
し
て

い
ま
す
。

　

毎
年
１
月
～
３
月
の
確
定
申
告
時
期
は
、

窓
口
が
混
み
合
い
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。
電
子
証
明
書
の
取
得
は
余
裕
を

も
っ
て
お
願
い
し
ま
す
。

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
を

ご
存
知
で
す
か
？

12
月
の
月
曜
日

（
５
日
・
12
日
・
19
日
・
26
日
）

　

市
民
課
窓
口
時
間
を
19
時
ま
で
延
長
し
、

住
民
票
や
税
務
証
明
書
の
一
部
な
ど
各
種
証

明
書
の
発
行
業
務
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ  　

市
民
課 

44
・
０
２
１
０

FAX

44
・
５
２
６
０

市
民
課
窓
口
延
長
日

広報用イラスト応募作品「クリスマス」
柴
しばはらあやか

原彩花さん（小5）
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お知らせ

と　

き　

平
成
24
年
１
月
４
日
（
水
）

　
　
　
　

式
典
開
始　

９
時
30
分
（
予
定
）

　
　
　
　

一
斉
放
水　

11
時
30
分
（
予
定
）

と
こ
ろ　

式　
　

典　

志
摩
文
化
会
館

　
　
　
　

一
斉
放
水　

越
賀
漁
港　

問
い
合
わ
せ地

域
防
災
室　

44
・
０
２
０
３

FAX

44
・
５
２
５
２

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間

　

毎
年
12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
は
「
北
朝

鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
で
す
。

　

わ
が
国
の
非
常
に
重
大
な
国
民
的
課
題
で

あ
る
拉
致
問
題
を
は
じ
め
、
北
朝
鮮
当
局
に

よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
つ
い
て
、
関
心
と
認

識
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　

津
地
方
法
務
局
伊
勢
支
局

（
０
５
９
６
）
28
・
６
１
５
８

FAX

（
０
５
９
６
）
28
・
６
１
５
９

志
摩
市
消
防
出
初
式

人
権
問
題
に
つ
い
て

考
え
ま
し
ょ
う

　

国
連
総
会
で
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ

た
12
月
10
日
は
「
世
界
人
権
デ
ー
」
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、12
月
4
日
か
ら
10
日
を「
人

権
週
間
」
と
し
、
各
種
の
啓
発
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
家
庭
や
職
場
な
ど
で
は
、
人
権

が
尊
重
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　

こ
の
機
会
に
人
権
問
題
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

人
権
啓
発
推
進
課　

44
・
０
２
２
７

FAX

44
・
５
２
６
１

と　

き

平
成
24
年
１
月
８
日
（
日
）

受
付　

９
時
30
分
～　

開
式　

10
時
30
分
～

と
こ
ろ

志
摩
文
化
会
館（
志
摩
町
和
具
５
３
５
番
地
）

対　

象

新
成
人
（
平
成
３
年
４
月
２
日
～
平
成
４
年

４
月
１
日
生
ま
れ
）
の
皆
さ
ん

託　

児

託
児
あ
り
（
新
成
人
の
人
で
託
児
を
希
望
さ

れ
る
人
。
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。）

駐
車
場

　

主
に
志
摩
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
が
駐
車

場
と
な
り
ま
す
。
当
日
は
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を

運
行
し
ま
す
。
く
わ
し
く
は
新
成
人
の
対
象

と
な
る
人
に
12
月
上
旬
に
案
内
状
を
送
付
し

志
摩
市
成
人
式
を

開
催
し
ま
す

ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
で
ご
確
認
下
さ
い
。
な

お
、
志
摩
文
化
会
館
周
辺
の
道
路
、
個
人
の

土
地
、
商
店
な
ど
の
駐
車
場
や
敷
地
な
ど
へ

の
駐
車
は
し
な
い
で
下
さ
い
。

そ
の
他

　

案
内
状
が
届
か
な
い
時
や
、
現
在
他
の
市

町
村
に
住
所
が
あ
る
人
で
、
ふ
る
さ
と
志
摩

市
の
成
人
式
に
参
加
し
た
い
人
、
託
児
を
希

望
す
る
人
は
、
12
月
16
日
（
金
）
ま
で
に
生

涯
学
習
人
権
教
育
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

※
案
内
状
が
な
く
て
も
当
日
参
加
は
可
能
で

　

す
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
人
権
教
育
課

　

44
・
０
３
３
９　

FAX

44
・
５
２
６
３

　
E-mail

ky-sgakujinken@
city.shim

a.lg.jp

　

危
険
な
ご
み
（
ガ
ス
ボ
ン
ベ
・
消
火
器
・

農
薬
な
ど
の
薬
品
・
注
射
器
・
バ
ッ
テ
リ
ー
・

火
薬
類
な
ど
）
は
、
市
の
ご
み
処
理
施
設
で

は
処
理
で
き
ま
せ
ん
。
ご
み
集
積
所
へ
出
し

た
り
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
持
ち
込
ん
だ

り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

万
が
一
、
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
ず
に
、
危
険

な
ご
み
が
ほ
か
の
ご
み
と
混
ぜ
て
排
出
さ
れ

る
と
、
収
集
や
選
別
作
業
を
す
る
清
掃
作
業

員
に
と
っ
て
大
変
危
険
で
す
。

　

こ
れ
ら
を
処
理
し
た
い
時
は
、
販
売
店
に

危
険
な
ご
み
の

処
理
に
つ
い
て（
お
願
い
）

相
談
し
て
い
た
だ
く
か
、
ま
た
は
専
門
の
処

理
業
者
へ
処
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ス
プ
レ
ー
缶
は
そ
の
ま
ま
ご
み
と

し
て
出
さ
れ
ま
す
と
、
処
理
中
に
爆
発
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
穴
を
あ
け
て

か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

不
明
な
点
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
次
の

問
い
合
わ
せ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

美
化
衛
生
課

44
・
０
２
２
９　

FAX

44
・
５
２
６
１

Ｒ
Ｄ
Ｆ
施
設
エ
コ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
は
ま
じ
ま

53
・
１
４
１
０　

FAX

53
・
１
４
１
０

大
王
清
掃
セ
ン
タ
ー

72
・
３
７
１
８　

FAX

72
・
３
７
１
８

志
摩
清
掃
セ
ン
タ
ー

85
・
０
９
８
３　

FAX

84
・
０
０
８
８

阿
児
清
掃
セ
ン
タ
ー

43
・
３
７
１
４　

FAX

43
・
７
３
９
９

磯
部
清
掃
セ
ン
タ
ー

55
・
１
１
６
７　

FAX

55
・
１
１
６
７

広報用イラスト応募作品
匿名希望さん（阿児町）
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お知らせ

確
定
申
告
で
税
の
控
除
を
受
け

ら
れ
る
証
明
書
を
発
行
し
ま
す

【
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
】

　

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け
た
人
で

一
定
の
基
準
に
該
当
す
る
場
合
、
申
請
に
よ

り
税
法
上
の
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を

交
付
し
ま
す
。

対　

象

　

平
成
23
年
12
月
31
日
時
点
に
お
い
て
、
介

護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
65
歳

以
上
の
人
で
、
認
知
症
や
身
体
上
の
障
が
い

が
一
定
以
上
の
基
準
に
該
当
す
る
人
（
要
支

援
者
は
除
く
。）

※
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
て
も
、
必
ず
し

　

も
対
象
に
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

※
障
害
者
控
除
が
必
要
で
な
い
人
は
、
申
請

　

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
既
に
障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳
な
ど
を

　

持
っ
て
い
る
人
は
、
申
請
す
る
こ
と
が
で

　

き
ま
せ
ん
。

【
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
】

　

傷
病
に
よ
り
６
か
月
以
上
寝
た
き
り
の
た

め
、
お
む
つ
が
必
要
と
医
師
が
認
め
た
人
の

お
む
つ
代
は
、
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
そ
の
う
ち
、
一
定
の
基
準
に
該
当
す

る
場
合
、
申
請
に
よ
り
「
お
む
つ
に
係
る
費

用
の
医
療
費
控
除
の
確
認
書
」
を
交
付
し
ま

す
。

対　

象

　

次
の
①
～
③
の
す
べ
て
に
該
当
し
、
一
定

の
基
準
を
満
た
す
人

①
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
人

②
要
介
護
認
定
を
受
け
た
際
に
作
成
さ
れ
た

　

主
治
医
意
見
書
に
お
い
て
、
心
身
の
障
が

　

い
が
一
定
の
基
準
に
該
当
す
る
人

③
お
む
つ
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る
の
が
２

　

年
目
以
降
の
人

※
初
め
て
、
お
む
つ
の
医
療
費
控
除
を
受
け

　

る
場
合
は
、
市
で
は
こ
の
確
認
書
を
交
付

　

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
医
療
機
関
で
証
明
書

　

を
発
行
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
証
明

　

書
の
様
式
は
、
介
護
保
険
課
ま
た
は
各
支

　

所
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
係
に
あ
り
ま
す
。

【
両
控
除
共
通
】

申
請
方
法

　

介
護
保
険
課
ま
た
は
各
支
所
（
浜
島
・
大

王
・
志
摩
・
磯
部
）
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
係
窓

口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
の
申
請
は
必
ず

　

対
象
者
の
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

結
果
は
後
日
、
介
護
保
険
課
か
ら
通
知
し

ま
す
。
申
請
書
を
受
理
し
て
か
ら
結
果
を
通

知
す
る
ま
で
に
一
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
の

で
、
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ介

護
保
険
課　

44
・
０
２
８
４

FAX

44
・
５
２
６
１

介
護
認
定
を
受
け
た
人
へ
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お知らせ HPFAX
E-mail電　話 FAX Eメール ホームページ

第5回三重県真珠品評会出展作品の
一般公開について

　県真珠養殖連絡協議会では、真珠
の品質向上と三重ブランドである真
珠のすばらしさを広くＰＲしていく
ために第5回三重県真珠品評会出展
作品の一般公開を行います。
と　き　12月8日（木）
　　　　10時30分～ 15時
　　　　（表彰式　10時～）
ところ　市商工会館
　　　　1階　カルチャー教室
問い合わせ
県真珠養殖連絡協議会
（0596）28・4140

広報用イラスト応募作品
「真珠豊作を願って」

ペンネーム・フェアリーパールさん（中1）

伊勢志摩第九コンサート

　今年のコンサートは、去る3月11
日に東日本を襲った未曾有の大地震
で大変な被害に遭われた被災地域の
皆さんに、伊勢志摩から“連帯”の
想いとして、入場料の一部を義援金
とするほか、被災地域の特産品の販
売も企画しています。
と　き　12月25日（日）14時～
ところ　伊勢市観光文化会館
演奏曲　唱歌メドレー「ふるさとの
　　　　四季」ベートーヴェン作曲
　　　　「交響曲第9番」全曲ほか
入場料　1,600円（前売券）1,800円（当日券）
※入場料の内100円は義援金とします。
問い合わせ
冨田（実行委員長）
（0596）24・6145
牛場（事務局）
090・9907・3445

家庭裁判所の「試験観察」を
ご存じですか？

　非行のあった少年を保護観察など
の処分決定する前に、その生活態度
を見てから処分を決めることを「試
験観察」といいます。
　「試験観察」においては、非行を
繰り返すことが無いよう、例えば、
老人福祉施設や乳児院などの施設に
少年を預ける「補導委託制度」を利
用し、短期間社会奉仕活動に取り組
ませることがあります。
　活動を通じて、少年は自然と相手
に思いやりの気持ちを持つようにな
り、立ち直りのきっかけになるもの
と考えられています。
問い合わせ
津家庭裁判所事務局総務課
（059）226・4171

戦後強制抑留者の皆さんへ

　シベリア戦後強制抑留者に対する
特別給付金を支給しています。
　まだ請求されていない人は、お急
ぎください。
対象者
　旧ソ連邦またはモンゴル国の地域
における戦後強制抑留者で、平成22
年6月16日に日本国籍を有するご存
命の人
※特別措置法施行日（平成22年6月
　16日）以降に亡くなられた人の相
　続人は請求できますが、施行日前
　に亡くなられた人のご遺族など
　は、対象となっておりません。
請求受付期間
平成24年3月31日まで
　請求期間内に請求されなかった場
合は、支給されません。
　請求書をお持ちでない人は、次の
問い合わせ先へ連絡してください。
　また、既に特別給付金を支給され
た人は、再度の支給は出来ません。
問い合わせ
独立行政法人平和祈念事業特別基金
事業部特別給付金認定担当
（0570）059・204
ＩＰ電話、ＰＨＳからは
（03）5860・2748
受付時間　平日9時～ 18時

広告

見て！みて！志摩の国チャンネル ☆
今月のケーブルＴＶ行政チャンネルの番組をお知らせします。内容、時間などは
予告なく変更することがあります。
ケーブル TV　デジタル 123ch/ アナログ 6ch

12月１日～15日 12 月 16 日～ 31 日 番組紹介

毎
　
時

00
5
20
30
35
50

志摩の国 5 00
10
20
30
40
50

志摩の国 10 志摩の国 5・10
行政情報を動画でお知らせし
ます。
志摩の国かわら版
行政情報を文字とナレーショ
ンでお知らせします。内容は
随時更新されています。

お天気・文字ニュース お天気・文字ニュース
かわら版 かわら版
志摩の国 5（再） 志摩の国 10（再）
お天気・文字ニュース お天気・文字ニュース
かわら版 かわら版
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♪
募集

農業塾なごみ（野菜）第２期生募集

　定年退職を迎える人や副収入とし
て野菜の生産・出荷をしたい人をサ
ポートします。
　来年4月からの1年間（夏野菜～冬
野菜）の研修で、野菜の基礎知識・
栽培技術を習得し、卒業後は各自農
地で栽培開始を目指します。
農業塾説明会　
と　き　1月14日（土）19時～
ところ　鳥羽志摩農協本店
　　　　2階研修室
募集期限　1月6日（金）
申し込み・問い合わせ
鳥羽志摩農業協議会事務局
（JA鳥羽志摩農協経済部）
43・5889　FAX43・4175
または最寄りのＪＡ各支店

志摩市阿児町鵜方9-44　☎43・5911（代）

広告 広告

パールブリッジウォーキングジョギング大会
と　き　12 月 18 日（日）※小雨決行
　　　　受付 9時～　オープニング 9時 30 分～　
コース　Aウォーキング 5km　Bジョギング 5km　Cジョギング 10km
ところ　志摩文化会館　駐車場
参加費

申し込み・問い合わせ
志摩スポーツクラブ　 090・5623・3622　FAX 84・0028

志摩スポーツクラブ会員 非会員
小中学生　 200 円 小中学生　 400 円

高校生以上 300 円 高校生以上 600 円

広報用イラスト応募作品「きんこ」
向
む か い み ゆ

井美友さん（阿児町　小6）

伊勢湾フェリー＋豊橋カレーうどん

冬の得
トリプルおトク

×3コラボ企画！！
　豊橋市では、伊勢湾フェリー（鳥羽・
伊良湖航路）を利用し、ご当地グルメ
である「豊橋カレーうどん」を食べた
人を対象に、割引きを実施します。
と　き　平成 23 年 12 月 1 日（木）
　　　　～平成 24 年 2 月 29 日（水）
お得① スタンプを集めて割引！
乗船時、食事時にチラシにスタンプを押
します。両方のスタンプが揃った時点で、
食事代または乗船代から 500 円を割引き
ます。
お得② フェリーの半券で割引！
伊勢湾フェリー乗船券の半券を対象の施
設で提示すると割引きで利用できます。
お得③ セット券の利用でさらにおトク！
伊勢湾フェリー㈱、豊橋鉄道㈱、豊鉄バ
ス㈱の発売するセット券、割引きっぷ、
旅行会社の取り扱う旅行クーポンでも割
引対象となります。
チラシ設置場所　
伊勢湾フェリー㈱、豊橋カレーうどん
販売店、志摩市内主要公共施設
問い合わせ
豊橋市政策企画課
（0532）51・2182

HP http://www.city.toyohashi.aichi.jp/
seisakukikaku/

志摩市テレトピア推進協議会
委員を募集します

　平成 21 年 3 月に策定した志摩市
地域情報化計画に関する意見・助言
を行う委員を募集します。
応募資格
①市内在住で、平成 24 年 3 月１日
　現在、　満 20 歳以上の人
②年 1回程度、平日昼間に開催する
　会議に出席できる人（市議会議員、
　市職員を除く）
募集人数　2人以内
任　　期　平成 24 年 3 月から 2年
申し込み
　情報政策課または市ホームページ
にある所定の応募用紙に必要事項を
記入し、直接、郵送、ＦＡＸまたは
電子メールでお申し込みください。
募集期限　12 月 22 日（木）必着
問い合わせ
情報政策課
44・0208　FAX 44・5252

E-mail joho@city.shima.lg.jp

当日参加可能！
※豚汁・ドリンク

サービス、抽選会
あり！
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？ 相談 HPFAX
E-mail電　話 FAX Eメール ホームページ

市こころの相談

　こころの病やこころの健康づくり
に関して、保健師による面接相談を
行っています。
と　き　12月20日（火）9時～12時、13時～16時
　　　　※要予約（前日正午まで）
ところ　総合保健センター
申し込み・問い合わせ
総合保健センター　 44・1100
磯部・大王保健センターでも随時相
談を受け付けています。
磯部 55・4011　大王 72・5963

こころの健康相談

　専門医や保健師によるこころの健
康相談を受け付けています。
と　き　12月15日（木）13時～15時※要予約
ところ　県伊勢庁舎（ヘルスサポート室）
問い合わせ
伊勢保健福祉事務所

（0596）27・5148
FAX（0596）27・5253

特設人権相談

　近隣とのトラブルや、家庭内（夫
婦、親子など）の問題、相続、いじ
めや体罰、職場でのセクハラなどで
お悩みの人は、お気軽にご相談くだ
さい。
と　き　12月15日（木）13時～ 15時
ところ　阿児アリーナ　健康相談室
※2月に磯部町で開設を予定してい
　ます。
問い合わせ
津地方法務局伊勢支局

（0596）・28･6158
FAX（0596）・28・6159
人権啓発推進課　

44・0227　FAX44・5261

年金事務相談

と　き　12月14日（水）
　　　　10時～ 12時、13時～ 15時
ところ　市商工会館　
持ち物　①年金手帳・基礎年金番号
　　　　通知書／②職歴書／③以前
　　　　に年金加入期間を調べたこ
　　　　とがあればその回答／④年
　　　　金受給者の人は年金証書ま
　　　　たは年金額改定通知書など
　　　　／⑤印鑑
※配偶者がいる場合、①～④は配偶
　者の分もご持参ください。
※代理人が相談するときは、委任状
　が必要です。
問い合わせ
伊勢年金事務所

（0596）27・3601
FAX（0596）28・4311

司法書士による無料登記相談会

と　き　12月9日（金）・22日（木）
　　　　両日とも13時～ 16時
ところ　市商工会館
※次回は1月13日（金）・27日（金）
　開催予定です。
問い合わせ
津地方法務局総務課　

（059）228・4191

公証相談

　公証人が、相続・遺言、任意後見、
離婚給付・各種契約などの公正証書
作成その他について相談に応じま
す。
と　き　12月15日（木）14時～ 16時
　　　　※要予約（前日まで）
ところ　市役所2階　会議室
申し込み・問い合わせ
ふくし総合支援室

44・0280　FAX44・5260

申し込んでないけど…
海外宝くじに当選した!?
【事例】海外から手紙が届いた。中を見ると、8000 万円の当選者になっ
たというようなことが書いてあり、受け取るには手数料 3000 円を送
金する必要があるとのこと。振り込んでもよいか。

送付された文面をよく読むと、当選通知ではなく当選する可能性がある
リストへの登録ができるという内容になっています。申し込んでいない
宝くじが当たることは絶対にありません。要求されている手数料を払う
ためにクレジットカードの情報を記入してしまうと、重要な情報が奪わ
れ、次のトラブルのきっかけになりかねません。また、日本で海外宝く
じを購入すると刑法に抵触する可能性があります。

・絶対に返信しない  ・うまい話はありません
消費生活に関する相談は…商工課　 44・0290

広 告広 告
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人　口

この広報は、環境に配慮する
ため、植物油性のインキとグ
リーン購入法の基準を満たす
再生紙を使用しています。

「
広
報
し
ま
」
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
ご
協
力
で
、
視
覚
障
が
い
の
あ
る

人
に
音
訳
（
朗
読
）
テ
ー
プ
・
C
D
に
よ
る
広
報
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

事故数/118件（－3）　うち人身事故20件（5）　物件98件（－8）　死者数/０人　傷者数/31人（13）

件数／0件（0）　　　　　　出動件数／291件（96）　　広域管内（南勢分署含）

11月の
 データ
平成23年10月31日現在

広
報 

し 

ま 

12
月
号

扌
市
の
携
帯
電
話

用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
こ
ち
ら

ペ
ン
リ
レ
ー

　

編
集
後
記
「
ペ
ン
リ
レ
ー
」
の

第
７
走
者
、
４
月
か
ら
新
た
に
市

の
職
員
と
な
り
ま
し
た
上
下
水
道

部
水
道
工
務
課
の
中
井
広
樹
で

す
。

　

私
の
仕
事
は
浄
水
係
で
水
道
水

の
水
質
管
理
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
安
心
し
て
飲
む
こ
と
の
で
き

る
衛
生
的
な
水
を
皆
さ
ん
の
家
庭

ま
で
供
給
す
る
た
め
に
は
、
水
質

試
験
は
か
か
せ
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
市
の
水
源
で
あ
る
神

路
ダ
ム
か
ら
送
配
水
管
末
端
部
ま

で
の
水
質
を
、
理
化
学
的
、
生
物

学
的
試
験
な
ど
に
よ
り
、
厳
重
に

検
査
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
大

切
な
水
源
を
守
る
た
め
に
神
路
ダ

ム
の
調
査
、
パ
ト
ロ
ー
ル
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
覚
え
る
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
し
っ

か
り
と
知
識
を
深
め
、
皆
さ
ん
の

家
庭
に
安
心
・
安
全
な
水
道
を
送

れ
る
よ
う
に
し
っ
か
り
と
業
務
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

水道工務課

中
な か い

井　広
ひ ろ き

樹

　磯笛峠は、浜島地区とメロンで知られる南張との境にある峠です。浜島か
らですと旅館街を南張、宿田曽方面に、また、桧山路からは新しく開通した
浜島バイパスを通り、国道 260号線に合流し右折するとすぐのところです。
　展望台には数台分の駐車スペース、トイレ、東屋が設置されており、そこ
からは雄大な太平洋が目に飛び込んできます。
　東に目を転じると、浜島の旅館街、遠くはパールブリッジ、そして英虞湾
口を望むことができます。志摩の岬山の中腹には灯台が見えますが、方向的
にここより西側からしか見えない灯台です。そして南側はひたすら雄大な熊野灘が陽光眩しく広がり、西
側には田曽の鼻、見通しの良い日には紀州の山並みが遠く見渡せます。また、この展望台は、夕日の名所
でもあり、傍

からわ

らに設置された紹介文には「千金に値する」と記されています。
　そして眼下には、「磯笛」の名のとおり、海女さんが活躍しそうな太平洋の荒波が砕け散る発達した岩
礁が広がります。夏場のシーズンになってここに立つと、遠く近く名の由来となった磯笛が聞こえてくる
ことでしょう。
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全　域　総数56,683人（－10）　男26,642人（－9）　女30,041人（－1）　世帯数22,790世帯（18）

地区別　浜島町5,124人（4）　大王町7,435人（0）　志摩町12,585人（－27）　阿児町22,981人（24）　磯部町8,558人（－11）

（　）内の数字は
前月との比較です。
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救　急火　災 （　）内の数字は
前月との比較です。
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